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25 i Ay EK 


He Fl o\ 4E WY A 8 


fe ei A OPEB lcoM=ET 
as rts 自在 丸 新 十郎 


六 岡 市 を 去る ぁ ちこ と 東方 三里 に し て 篠栗 町 あり 。 此 地 を 綴 て 國 道 に 浴び , 
更に 東方 飯塚 市 に 向 ふ 者 は , BOVE LURES, BCL US AR EG MC I eR EB, 
Piso LBS IROOR RUE LAS AA LIBS Lo etka S ON SRE 
Al UT, Asa) A la Et EMA SHS Clk, ZAR AAR, 同門 松 附近 より 
FR THY 2eREC Ua AT AS FE BSH VAP O MAD, Belt 水 成 岩 に Belk te 
BOLI RB AUT PRI RISO LAME SLC ER Re L 
て 出現 す 。 (第 1 賠 参 照 ) 

AS oA UT 此 地 に 産 す る 岩 類 に 種々 あれ ども , 大 家 三 種 に 分 類 せ ら 
る べし 。 ithe ef ES (amphibolite) & 6 Wie SSN, BES, TE a 
eee Mak OMAK KH IIMA, 頁岩 
A BORE KO MALS ARM BAEZ Oo IEO BABS Clk 何れ 
機 を 見 て 詳細 報告 すべ き 心 組 な れ ば , BANE UL 本 論 に 密接 な る 開 係 を 有する 
部 分 を 除き , 他 は 極め て 簡 蔵 に 記す べし 。 結 曲 片岩 は 該 地域 に 於 ける 最も 
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古き 地 選 を 表 は す も の に し て , 小 藤 陳 士 の 所 調 三 波川 系 に 局 す る も の な り 。 
此 結 唱 片 因 を 外観 上 整合 に 被 ふ て POD INO, MERA ELE ST SES, 
TERE, SOO, ANGE, DEE OA MEL, 此 等 の 古 期 岩石 を 費 き て 
S —- 半 
i BEL Fi PA 


I 
ZZ 


LE 


結 品 片岩 ANA Re WES MATA Meee 第 三 紀 層 第 由紀 選 
EME S EO UT, 基 一 部 分 は 其 後 の 生成 に 係る 古 第 三 紀 層 に 被覆 せら 
Bo 

ibe © PARAL (= SAPS AS 

WeBCE IL HOT METS & & OIE TILE E LCA 2. D DEES © 7a Be 
BST BEDI b, ZCHKMT STRAORDOK SKE BILGE, Hele IB L 
Aa ERE > ORL & 75 OBR 2S 9 BUC PEIA ICES 4 PET) RNS L & 
以 て , 大 気 に 永 く WS Bs WIL, Yb TBE UO Citk fs & 26 0 SE 2e B BEBE L, 
DSi R2 7 8 L, HEMET CE 6 (GBI IU ARIC EI ぐる を 常 途 と な せ ど も , 
SER G T UTR PES B }, 鐵 分 の 酸化 並 に 水 加 に より て AE LB 
FLDEO hs, atts SL OGM BLINK PAS LORDS OT, 


oleae 研 Fe ® 文 BIBS) 


ZB IBIAS, 岩石 構造 多種 多様 に し て , ILO MIC BIA 2 IB Be 
施す は 到 旗 不可 能 な らん る も, HME GD TAR eC REREAD JE 


BEL SS, WET SMR EES Le 即 比較 的 低 き 屈折 卒 を 有する 蛇 


BA & 0 WD RAGE 75 ShEBCR Lb, KAZ SHARIR A L, URED: ROME 
TD kD MR BER EAE IS Oo IESEIR ARISE TP. Nik gali | aE 
serpentin 及 Blatterserpentin (LFA Lo 前 者 は 最も 晋 通 に 現 は る ゝ 蛇 
BEN UT, 党 地 域 の 殆ど 全部 を 占 む る と いふ も 不可 な く , 最も 大 な る 分 布 
を 有する も の な の 。 後 去 は 之 に 反し て 其 分 布 極 め て 狭小 に し て , 今日 迄 の 
記 篠 栗 町 山手 附近 に 小吉 頭 と し て 胡 見 せら れ し の み 。 
SHB S tt a 

HBAS SB » heme CHS — lel HBS Vk, HOM < , 概して 
WE 5D BEES 6, 各 第 = fa 
WEHIOXK SIRE U< I fb: 
Hie] HOT, 必ず し も る 答 
粒 の みよ ょ より め 構 成 さ れ 居 る 
に 非 ず 。 移 粗 粒 の 部 分 も 
HOT, 此 部 分 は See it 
造 へ の 傾向 を 表 は せり 0。 
唯 炊 に 逃 示 べき (て 二 うな る 
蛇 紋 岩 に 比 す る 時 は , i 
か に 粒度 小 な ぁ こ と は 勿 
論 な り 。 其 排列 の 有 様 を 
見 る に , 複 屈 折 極 め て 低 es eS glee 
<, 96 EBT CSE SHER OA WOPICIT, 此 よ り 複 屈折 高き 繊 長 な る 


1) P. Niggli, Lehrbuch der Mineralogie II 1926, S.35 
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Slike dh O—Mhe 中 心 と し て DUAL, Wate 


oe PEI TURBE BS SID O. BIL 
Ee Met HLL LEE RET LOH O. BAR 
oo. ee 
BS ee ait eee 
MgO 3850 Aik & SHARKEAA Aedes LC, ROE Hee + 
i vat 2 Shd> Oo BRIILSHRAUTHEAIO RE BRP 
300 4 a mA CRI EA SLI 
CO 38 


ptt UE ARIE ES ORC JER D db © LEHR 8 BE 
og tt es PRAS RRIF SRUT, EOKKSIODIE 
BSTC BOG SLILFENR IS BI Oo WIC HST IASG GH UT tk eh 


如 せ る も, Pees HOT, Hie dt Slt RH ea UL, Hie bi こ 


SGOT BROW PRO. Mirvbb, RFA 
fie SESH Oo PTET D}& ER OST UTHEMNC EO TEAVOR 
同 あ め 。 其 最も 偵 値 を 有する も の は fF =1552 に 達する も その 大 部 分 の 
も の は 1.555 と 1.560 と の 聞 に あり 。 十 れ ( 二 ) な る 場合 と を の 値 に 於 て 
相 営 相 異 ある は 注意 すべ きこ と な り 。 労 開 は 針 基 結 醒 に 於 て は 之 を 鉄 如 せ 
Dd, FAKES SAKHEAAIC IS C It  O BBE L しく, WRC SERCO TWO 
AMD 22 BN PYRE SD BU HCAS RIAEROW ANCES UT 
に 一 致す 。 即ち 正 の CRRAT o RAMI, 方 解 石 , EEL A Mild 主 
要 な る 副 成 分 に し て , これ に KUT 少量 に 出 づ る も の に 滑石 , RUE, AL 
右 等 あり 9。 

feeNlt AI RES, 大 小 種 々 の 極め て 不 規 則 な る 粒 甘 結 品 と し て 現 
は れ , 本 岩 中 各所 に 散在 し , 基 量 に 於 て SED NCO A 2B L, WUD 
大 部 分 を 占 む る が 如き 多量 の 部 分 あり 。 本 岩 の 時 色 を 果す る 所 以 は 此 物 の 


Bi ice a 
i Ng 
1 
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FANS A AGED EG SOS Lo BRIE S し ゃ 二 炊 的 生成 物 に は 非 ざ 
る も , 其 大 部 分 の も の が 原 確 物 の 一 成分 と し て ME GALL MF k 6 Bit 
せら れ し も の な る こと は BOBRL 7 < , PBMC OAR WY 22 生成 せる も 
の な り 。 今 本 岩 中 に 於 ける FEERUR DEA O ATER 4 HLS (=, 路 一 直線 に 微粒 
DAYS 5 HO, MILB ILHEA CC AK OBA 敷 條 の 支 脈 の 派出 する あ 
D, 或 は 不 規 則 な る 曲線 に 沿 ひ て 排列 する あり 。 HAUT 此 等 の BERRA IC 
あり て は , 其 周 園 の 蛇 紋 石 は 四 近 の Ath Zeist SheBCG LO も MRD 
ぎ 王 沙 佑 有する ご と は 注意 すべ きこ となり 。 

第 る 線 短 排列 の 外 , 多く の 磁 織 叱 は 蛇 紋 石 中 各所 に 散布 し , その 大 さき 赤 大 
小 あ 0 め 。 古 し て 微粒 の 極め て 窓 に 散布 する も の に 於 て は , 郊 る TER i MT 
せ し が 如く 全く 不透明 と な れる 部 分 あり め 。 

CORMAN S BUI 2 OAKOMEIY kO A DWEIE, WEBCO IL 
作用 の 初期 に 原 岩石 中 の 制 目 を 通過 せる 熱 水深 液 に より て 生成 せら れ し も 
の に し て , 不 規 則 に 各所 に 散布 する ぁ る も の は , 概して その 後 の 生 成 に 属す る も 
の な る べし 。 

方 解 石 及 委 苦 土石 は 磁 鐵 災 に 次 ぎ て 多量 に 存在 する 二 次 的 確 物 に し て , 
極め て 不 規則 な る 分 布 苦 態 を な し て 現 は れ , 各 記 に 患 綴 す る も の ある る も, こ 
は 審 ろ 稀 な る 場合 に 属し 多く は MBAR UT 極め て 多 基 に 存在 し , RICE 
DRUBI He Hts BY, LIMES OE Mi t= LC AMR ZEIT B > 乃 
Blt AS CHAM To BOIL TO TAME EIT Hi Cie ¢ , FS I 
PAID INE EO Cr LD EORMSMALMLIMAOPFES SS LIS 
0 CASING EB S BS Lo RB eART 6DH Vo MRS SDEO 
あり , SOREL. 方 解 石 及 姜 苦 土石 は Ze BET AIT 2 ck 困難 な 
めし も , 冷 稀 忠 酸 に 溶 控 する も の 及 冷 稀 堅 酸 に は 記 も 作用 され ず UT, ith 
忠 酸 に 至り て 始め て 溶解 せら れ し EEO 淡 酸 化合 物 の 存在 に より , それ が 
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方 解 石 及 姜 苦 土石 に 該 党 する は 容 電 に 知ら る ゝ 所 な 9 め 。 後 記す る が 如く 何 
れる も 蛇 紋 岩 化 作用 及 滑 石化 作用 に 開 聴 し て 生成 せら れ し も の な り のり 。 

次 に 度々 蛇 絞 岩 中 に 現 は る ぁ る ヽ も の に 温 石 綿 あ り 。 該 磯 物 は 本 岩 に 於 て は 
AIR Lies ss EMK eR OCHS SLO UT, 何れ も MRO MEA 

(PERU S ZAREK RARE ZS Oo WTI 3 RRB Bl UC FE 
色 は 第 一 炊 の 黄色 を 時 し , 概して 他 の 蛇 紋 石 より も DIS BM eA 
So IES 繊維 の 方 向 に 一 致し , 正 延 長 を 有 す 。 WTB Se EO 
FAKE 0 9 imme REG EO も 後期 に 生成 せら れ し ゃ の な る こと は , そ 
が 上 記 の 如く 本 岩 中 に 脈 を 構成 せる に より て も 知ら る べし 。 

HE, CALA, SURUOR IS BORN = 1F (ELS ORD THM O o 

() BRABReATSRRE Hee eRTOMNAORA LMU LE 
の に し て , BRICR TAR S—-FEULOLOLOHUP IK BOicCHKSE 

(2 UC EREEAK, OHEAK, HEARS BK Otis k OD WHS Bia 

LBM SMe BT LDHAL,S 6 ARI WA Cidade, 其 等 は 
HE UCHR S BORRSEA ISB L, HK S HED LIES S BORED 2 6 FT bi 
APSR FS LIQ— 75 & BAK Ze BS る 部 分 あめ , —PODEM He 
RITOBPHO. MOUTMAICATAE & UT BAM 7% J fits Lit Wine 
Hil 2 75 L, RAILS TT LSE EERO Bit k OME 6 Bo 

PY RPAS が =1.571 に し て , 前 述 蛇 久石 に 比 し 稽 高値 な り 。 複 屈折 赤 
MVE KAZ UCB ROR ST . SPORES Oo MICAS BANC 
は 延長 の 方 向 に 一 致し 正 延 長 を 有 す 。 SRPEF UGE ern し , BEE TRIE X 
に 一 致す 。 ABB LCS BERG OO, UF ORR VRAT ZRPAE 
が 板 温 石 (Antigorite) (LBIS—™ LIMA Oo. eRe L < Bh 
る も の 多き は 注目 に 値 す ベ べく, 再 : 結 曲 後 の 奏 力 に よる こと 勿論 な め 0 。 
(第 三 賠 参照 )。 
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他 に 副 成分 と し て 念 ま 
4» sO RwBitLew, 
RBM, THERE, 滑石 等 あ 
り 。( 第 二 表 参照 ) 
第 = 表 
No. 58 Cb) 
篠栗 町 山手 産 AE ECE 


AlS OS a 0-06 
Be op Oia inches caer 2.09 
Fe@ RR 4.55 
MgO - 37-82 
(CAO ics--ceeceneen ene 0-71 
Hs20(+) は 10.78 
HsO) ee 0.18 
CO lpi eos ci, igen 9.45 
Cr 202 See eateries 0-35 
MA Ti ke Ow 

A SSeS ALA OC 100.32 

Ta YA 

C in 


PAB ADILA EP LBL ED BO, AES (SHO ARE & OT IB 
WOE Bart: BFAKA BW 7s UTE LE OIM-FRE OT MAE OBI 
ERT SS RIRILA DOLE AILS S 開 係 に し て , RIK ld hee 
Ai 7e AH UCHR RES EDHS 4, RAO 前 者 を 連通 せる も の ある を 
PAU SAILS. Rb —-DK7E DRAB ADO RAID a 6 BUY Mh RS 
S BAO WIE AD Hida PH UT, 明か に Ophitic structure を 時 する の 一 事 
は , BAO EDM 2 TS LICAT DS DAP ET SLORY. (第 
・ 四 賠 参照 )。 

磁 織 確 分 布 の 央 態 は , (一 な る 場合 と は 其 趣 稽 異な り , 各所 に 散布 する は 
稀 に し て , BAKERS UT Kise SMG UT 存在 する 場合 多 Lo BK 
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並 に 滑石 は 各所 に 散在 し , GE 7S BC LIAR EE 6 Fo 
iAH & hOB & OFM 
(ET DOSER MS SAO A AMO 2 5 VY) CIM ORE OR a1 
BLE ULTRA N SDA, HERE OMA BE 上 HOF IRS 3 bBD 
第 四 で 重要 な る な 00 0 全 
A 本 央 に 負 し て 成因 開 係 を 
BALE 6D Ss BRICK KO 
も の あり 。 Monn ha 
S04, FODDER, Fi 
HB, FSD) G4 xe 75 O 0 
@ ARMA # 
ara lk ADA, FH 
長石 を 主要 造 岩 確 物 と し 
Bx, 橋 石 , チタ - BUR, 
金 紅 石 , REL, RE Be 


Ophitic structure. を 時 する 上 蛇 紋 岩 ES ees 
TAA bSEAPBI 
AK 4 -H 等 を 副 成 分 と 
Ck mm する Nematoblastische 


乃至 Poikiloblastische 構造 の 岩石 に し て , 本 地域 の 結 唱 片岩 中 最も 廣 大 な 
る 地域 を 占め , 米 2 WORE, 荒田 , 若杉 山頂 , PRL, FEROS IK 其 口頭 を 示 
S } BACH Chena ¢ OPAL b MUS C LHAS ZOARES, 上 
aL ick BoE MV) BRAS a = Ly C5 = Ze No. 70 (a) 参照 ) 上 ょ りみ る も , M 
4372, CREME OIR Eb RS IE OREDN 2 BELT ZL LARIAT. 
OA A & 

FAD eh ATT (oS CR CRS i AT A BMWHEIOAS Pits O¢ 

Il OS DNA, RRA EMT LL, チタ RK, IR 44 ob, 
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wh OR 7 128C 9) 
第 = 表 
No. 70 (a) | No. 8 (b) | No. 105 (b) 
SliOg iis 47.85 49.10 49.82 
Al20s see 11.39 14.23 13-88 
FegOg ee 5-02 2.70 9.85 
ee ea ce | 8-42 7.42 6-83 _ 
MgO aaa 6.96 7.58 7.08 
CADET a i 13-24 12:21 Tons Ko) 
Na gO Ee | 1.29 2.83 0:42 
KIO ee 0-3 0-22 2.49 
PO Eee 0.84 1.19 5.99 
H2O0) ee 0-75 0-43 0-68 
COg ee race ce AE EF a 3.27 
| TIO a ee 2.43 0-82 0-80 
| PoOs ee 0-79 0-12 0-3 
Ig POSE eet = olor ee sen 0-81 OSG a RE 
Total 100-13 99-41 100-27 


No. 70 (a) 738% 7 FES PS 
No. 8 (b) SAPHRDTTAZ EHS RENE 
No.105 (b) KK Jil Hf BE SI FE BA 


SALA, YP 3 YA eB bo HB AKO AIS UT, BERCA MEE INO 
跡 な く , HOES SUM < BORIC PAT BERG IZ EE 6 tT, FA fe 
Ze ), MOK FAME BAL 2 OWED OC, hee <b 8 ODI 
JY IW HH ORME IRD BOE Yo AGILE POR G ¢ REAR 
LHe S Ss APIMEMLH LMM £ SAUL, BIS Saussurite 化 せ る 
RHEE PERC AVON, MARREE OMIM & O70, 鏡 下 に 於 て 蛇 紋 
岩 化 作用 の 痕跡 だ も BLL 得 ざ る ぁ る のみ なら す , MGT OBIT (第 三 表 
No. 8 (b) 参照 〉 の 結果 及 野 外観 察 に 於 て も , HEBCH L ERO BIRD 2 2 
基き ず 。 徐 岩 は 大 川村 焼 地 山 の 鐵道 線路 に 面 す る 部 分 に 衣 見 せら れ し の み 
に し て 角 開 疾 橋 岩 と 同様 其 分 布 極め て 狭小 な り 。 こ れ に 接し て 蛇 攻 岩出 づつ) 
2% BNR PIDNS . ARS BEF に よれ ば 融 僕 され し 石英 の 外 , 

Ce eit ta vncace:. 
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5 O CHIR GES MMLC BMA Ze PDF, ME} HEBD BEE eB < 
RSF, AOWBAMROBEK No. 105 (b) 参照 ) の 結果 に 微 す る も , HHO 
間 に 因 果 開 係 を 開 見 する こと 能 は ざれ ば , 暫く ANCL HR ORPRIC 
E40 

以上 逃 ぶ る 所 に より て 此 等 の 岩石 を 以 て 蛇 紋 岩 の 原 岩石 と 看 余 し 得 ざ る 
事 は 明か に し て , HI bY BMA NS 8 Ol, 次 の 標 笑 岩 及 角 関 石 岩 の 
FETE Oo 

Cc) RR 

HERE LCP ORG & O IFRICYYO CHINE 0 Stu k ORM 
AAS, Ke APRA LO TBE DTT. BRE k > HERE 2c 生ずる こと 
は 最も 普通 の 場合 の 一 に し て , 其 記載 枚 湿 に 眉 あ ら ず 。 RIEM 2 BES B 
こと 極め て 容易 に し て , 其 新鮮 に し て 全く 毅 化 せ すぐ る も の を 得る は 本 地域 
に あり て は 極め て 至難 な り 。 然 れ ど る も 此 欺 態 に 近 き 比較 的 最も 新鮮 な る る 
の を 大 分 村 花 事 に 産 す る を 以 て に つき て 岩石 記載 を な すべ し 。 

其 岩 は 黒色 を 朱 し 一 見 蛇 紋 岩 と の 識別 困難 な り 。 唯 蛇 絞 岩 よ り る も 箱 黒 味 
勝ち な る 事 及 蛇 紋 岩 の 弧 密 な ぁ る 外観 を 呈す る に 反し て , FARA BH Bea 
す 事 は 其 間 の 肉眼 的 観察 に 於 て 重要 な る 事項 な め 。 

ZABLE (BIN SE BSED EEGEE TD b> DHS SBI 
造 の 岩石 に し て , MO RUIRS %& WHET A Ae © COSA BIBEAD AE CHNEE 
BALORINE H ArH HE OPES DONNIE API ER BLAB  OMLBE & (AREAS 
DsDKSSLo MBO 内 最も 多量 に 現 は る ゝ KORA UT, HE 
固 よ り 階 所 異同 あり 一 定 す べから ざる も , 最 も 多量 に 含ま る ゝ 部 分 を みる 
に 全 岩 の 90 に 及び , 最も 容量 の 場合 に あり て る も 50 導 内 外 に 達せ 9 。 然 れ 


1) TREE WU, Hh MESES 11 4B op. 445. 
2) PUREST, Hh HEARSE 38 4858 455 HE (昭和 6 年 う p. 432. 
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. ども 10 76~80 6 UT GH LE LBS Lo ABR BES HS KEE 
3 _ な る Seiki i UT HSA BI eA, FEK SIL 於 て も 大 小 あ 
9。5x4mm 叉 は 其 以下 の も の 普通 な め , 無色 透明 に し て 多 色 性 を 示さ ず 。 
屈折 窪 c= 1.6507 ソニ =1.6870 を 有 し 複 屈折 極め て 高 し 。 二 軸 性 干渉 岡 あ 示 
CPE TRL IEE Z (= — BES, bar の 形 駄 より 察する に 光 軸 角 極 め て 大 
に し て 90°C 墜 近 に あり 。 LALA & 0 FeO の 含有 量 7.5 巡 内 外 な る を 
BLO. BNA IK & OBEY 2G eR S ZB の 外 , 包 豪 物 は HRY) 
Dp < Bid CME BREE AEH. MERLIN Ze 2 IE NBEO RE CHO Cie 
S&B CEC ME INTRA Ls ROB 
| Wire 留 む る 部 分 に 於 て 
は 汚 染 せ られ 新鮮 な る 
も の < と Hig 2b ¢ Riz 
on 
SORA ik BART 
Mid HAE Ze 縦横 無 萩 に 
SCHILD s HEAR Bt 
IR 最も 普通 の 場合 に 
KS Tk HERO Hada UL 
て , HEE tI ela ty 2 
し て , 四方 に 放射 する か 
TBH A 或 は BABE © CHAR 
2215 Ot SCRE 4 150 0 BET RRHEG 3. 0 & PIU AEAMEIN eR a0 B ILO 
白 な め 。 長 さ 2mm 幅 Imm 前 後 の 大 さき の 結 品 を 最大 と し て 大 小 種 々 あめ 。 
基 量 場所 に より て 異な の 102% 内 外 よ め 2% SIL 50 必 に 達する も , 概 


1) Winchell, Elements of Optical Mineralogy. Part II (1927) p. 164, 
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し て 15 %~20 % VU CHIH LTS ME IBIIC UTE EIR 6 Ih 
WAS =1.6110 = 1.6331 (2 LDCR Lo SHE C-) EU 
CIEL PAS o FAK OBER し て 横断 面 に 於 て 約 12Z ポ ご の 角度 
72 VA CHIL So 最大 清光 角 25°C, 殆ど 常に ERO TWN BIG HRS 
AAV, ZIM ChE ICME OTIS S » BRB L ET. IANA ILIMO 
如く 蛇 紋 岩 化 する の 外 , 其 一 部 分 滑石 と な れる 部 分 Oo 消 石 は JDTAS 
& =1.5442 =1.5891 を 有 し 複 屈折 極め て 高き を 以 て 容易 に 他 と 識別 せら 
る べし 。 然 れ ど る も 本 岩 に あり て は 何れ の 作用 も 甚だ し き 進 展 を みず し て 止 
A, KBP ODA lk IRMO EMD THRE Oo TH し て BRAD KEBLE It 
VEILS EFS (BT OBER 2 BS, 故に 極め て 清 栗 た 9 。 赴 れ BNAP 
に 含ま る ゝ FOOROERE 6 LITT SE OK UT, HEE O HEB ITE 
INE KUT RIT SDE 0 Str ERBER ICIS T & IF RED 
極め て 少 き ARES OREM ICBMET OC LHAls, これ を 以 て 必ず LIEB 
確 物 乃 公 は 原 岩 石 を 徐 断 する が 如き は 極め て 安 党 を 鉄 く も の な り 。 

副 成 分 と し て RES» SORA, TUE, 淡 酸化 合 物 あり 。 RERUN, 
違 鐵 左 は 共に 共生 散在 し 多く は 標 橋 石 中 に 鐵 標 村 石 分 子 と し て 含ま る ゝ 
FeO FOS を 含む 熱 水 に より て , FesO4 Mit FeS»。 と な り た る も の な る 
5; L—-RH) ORK & 0) TRAZS34EOHY, 

AS (a Ba WT Be HA OBE et Pee & BT REIS LC REE EJF RAB 22 SE B SE 
最も 鮮 き 部 分 に 属す る も , WOBMRO MRI O TAA < ee LS 
VEST 7252 0 BBE PO BBE IA LEED kA MAO & の は 蛇 紋 石 に 化し 
SEDAN TC b ete EG CBB D RCRA LBS SDDBABAC BIE 
LT, FEMCORB 2 BUS 3 Ofid TSF EOH O6 即ち 或 場所 に 於 て 
(LEE (hoa EWR CERI LC, 残骸 を 止む る 事 極め て 鮮 く , MOSER 
RE TIRENAOMS & も の は 全く 蛇 紋 石 に 化 し て 其 遺 跡 を 鮮明 に 止む る も 


| 
| 
| 
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OHO, 他 の 或 も の は 滑石 に 化し て その あら の る 階 程 を 示す を 以 て , BG 
& ORME 6 OREBNER te Oo BN EO WEBCAM TE) と , SBN AOKRE 
BUBICTEA Ria BICHEIA £ LZ 22d GD ARERR IS TRE BRAN Lo 
Bae © } BEG Ove A ICE) 2238 O LIBRIS RSA BRIN S BHA O 
と す 。 MUTHAD AMR 2D CARH OH NK IRR £6 LIS ARO BD 
Semi 2e~ CT, EME BT A LOH S RASA, WREBCA ICME A 
化 作用 の 碁 だ し く 進 展 せ る BRI MBS OL LRRL,RUTHORE 
GIES, HOMME SILA LELILAD DUNS BS BWM OBB YO. - 
然るに 多く は 此 種 岩石 を 以 て , BRE 75 0 LAR LIB Sik, ERAAOR 
合理 に し て , 早晩 党 然 改 笑 す べき も の な らん 。 療 質 作用 の 進展 に つれ て , KR 
酸化 合 物 及 磁 鐵 確 類 の 二 炊 的 生成 物 の 増加 LACS Ik, 後記 の 如く Hehe te 
作用 太 滑石 化 作 用 に 開 陵 し て 極め て 党 然 自明 の 傾向 と 調 ふ べし 。 


第 表 TORN < BABE O Re Bees IC 
Io. 79.Ce) | No.s8.c) | HEI Dd) 6 D BREF BEF UC 
SiC\se™ Sanboaretsoe 41-85 38-40 | BLO 得る 事 , WEIS Pat 16825> 
ISIE OR ne 0-06 5-52 - 5 4 & 
Pes ees Pe aa os 3-51 析 ( 第 四 表 ) に みる が 如く , Be 
UD | Play | 4.22 
0 thos £3 Bei | 34-48 HCE NFRD TIE ¢ % 1S 
CAO RR 0-81 2-54 ¥ 20 a 
ERGO enor 11.06 10-25 REALS BER ECO BBE 
ROE 0.73 0.48 i 
CO, Cs 0-16 0-14 岩 の 存する 事 は , Wa を し て 
tp ere 0-3 0-49 Wee Ht pp < も 其 一 部 分 の 原 岩 
No. 79 (Cc) 篠栗 町 岡部 産 BH 

CMH) Ee Aa 
No. 38 Cc) ERM SERA AE MBE KI SAIN EC BES Tales 


BI. SERA BILE CWO 4 AB DIBA Be Ap hse t A 6 
SX SHREOMNA BBM S BUT, IEMA & 併せ て 記載 すべ 
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Lo HOME LADS SN GEM SUMS 0 


本 岩 は 共 分 布 極 め て 小 に 


し て 借 か BeOS Se 


IAMS BLK So WEAR ATS BSAC OT, 其 箇 要 構 成 要素 た 


Wee De 衣 
| No. 190 
SIOg dee AI 12 
Al203 …… TS 
FesOs | 6.67 
1 rs wtaas 758 
MgO. 13.31 
CAO NG «3 12.00 
INE TDK Oe 1-66 
K20 ・ 0.57 
Ho2Ot) sree 1.43 
H2O «+: 0.83 
COg re Trace 
TiDg cree | 1-96 
P.O eG 0.09 
Tg. loss vss 1-65 
Mo tall ro 100. 00 
No. 19 D(a) 


FEAR FE IG DA 


% SGN ATO PH Miko C 完 信 な る MH, Aa 
OWRD CMe FES SAY Lo TOA & 
ONE CASA OA & O THUR GS 
S FARO Ate DB &,IWES 少 草 の RHA Ze 
AEB Ned O & Sie Hy MMS SlLGEO TC ny 
HIS V9 A= $0 [XE ASN O44 45 (IES % Bd 
Bb, dbo CHA OM AIM Ly bi Ea 
A ESO OD 5 O MMA 6 Do 
SDR AT VL MEO) EEE EMS CAS et 
Oe Hts EWS bh HCC Hryptse Lo hi 
o> CHILI UC, 1mm LY) 1. & OA WEE 
oH}, Mit 5x 8mm 叉 は 基 以 下 に し て , 


MONA EE Ae FAS % (WZ 7528 AE AE 


720 6 Wili2s MUN 2AT & OD O, BICC I LBL AeA & OD 0 
AS De $0 ICS L, & (MEMO CHERIS LCHKOBMB A 9 

Xs GEE, Vers ithe, Zl, YDZ>X, 

AHI 19° JPRS of = 1.6591 7/ = 1.6789 
を 有 し 複 屈折 相 党 に 高 し 。 二 軸 性 (-) を 有 す 。 光 四角 極め て 大 に し て ,90? 
SSIES 3 0 o HAA, MAMET, IEE Ze BET 4 

BERTIER ILS DAIL UT, 其 量 極め て 小 な り 。 RAIN 2 IBF o 

0.6 mm を 最大 と する 他 形 の 結晶 な り 。 SAM OMBK 2! FEM LC ARES 6 
橋 石 は 券 開 完全 に し て 極め て 高き 属 折 卒 及 梓 必 折 を 有 し , 其 特 有 の 構 形 叉 


i 169 uid mH Wk Be 7 135015) 
BAUER UTEniLLOxuS bok: HORS cs LOB LC 
MASUR ly tr % AH E CIN A ee LJ RA tito CHE Lg MOIRA Ue £0 PAT 
NWO 2S SC tt ODT OW Ae FEMWE THe GET SON EO WME 
KVM A. SITAR To HLA O-35 mm OWA ede wR & by Msi ek 
Cho OMAN Ate EE CCAIR LCT Mottled appearance 4% ia 
る か , MVE WACO AN ¢ FN Ae CHEE TS © 屈折 肉 複 屈折 共 に 極め て 大 な 
Dy WIZ OMA To MEG THAME, SOMA TSCA Go 

MDE AT IL AE & LC SG DATO) RE OD IA Be OC ML BS » [AMD de © 
PRIOR OC, HTM ea LOM Le Feb tank Milind 
ADVE Aah DEAN SURES Ze AS きず, ELMO) S OMIT NIAC IR 1879 FE RT £6 
te DVLA OS FEMI UT & toed B 部 分 あぁ も WMG fh te 
時 する も の に 至り て は , MEADE S COME Ae MIE Do PRMD ASTRA, LIC (= 
UT METE 28 O 6 Hid CHMMNE TPES BO Aro 

DAA AT IE ATO UNS RIMES Fb, SOYA hihi EVO) 内 部 に 
LRU OD CUES Sik ME TBO PK 6 CUM DTD NA db O KE HD SONA Oty 
WeWRnre te LC MAMET HS Eh, RCE ME Me FBT % ACHE TERS 
べき 事項 な り 。 


i Se AS TE BEE HRB) 


a Mt ot: WY OAS We = It 


wit BAM MOD WE SN WLM LS WSC Ua, ALG MEAE O16 Uk, US ROR HS, & 
JP YLILALT % WAY OME KL We LABS ZV WMA OMERL SSO , API cis 85 
WSU B LMOLME IME AD » dy OPN Ze TUMEUR, HEE ZION Ze 
KPO CLA CME IG Ms Zo WHIM Gh Ze (bY SREY Zo. Zo TOTS Zo LN ARTS 3% 
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PRIS © o SRA IRIN CBS & BERETS BC BY MEO ATE BC StS 
BAA, 酸化 還元 の 錯 雑 せる 組合 せ を 含む 確 津 生成 の 眞 相 , 10S Be ie 
RAORINK BS SL OBS HUET, 製 錬 進行 に 件 信 妖 融 金属 成分 OBE 
化 並 に その 結果 た る 磯 津 の 物理 的 及び 化 措 的 裳 化 は , 現在 の 所 多く は 経験 
的 に 工場 に 於 て 観 祭 し て 之 を 知り 其 操 業 上 の 参 参 乃至 は 指針 と する に 過ぎ 
ず 。 完全 な る 科 忠 的 研究 の 釧 結 と し て 磯 潤 の 上 に 現 は る ゝ 諸 種 化 より 必 
PRY (K LIGA tc & PSR WEE 2e ts & RED Bd © (CR BME Ze Biny 
する の 域 に 達し 居 ら すず , 此 等 の 事 よめ MMO RAMS LEBEL UTHIE 
P= EARS BL ED BO AD) Ze SEFC BEE TS OTE FE |= FS 
Do ti DIMEN INO S © > SHIELD A ABS (LU AER ME IS OCR SB 
SPV Tithe BIR LARUE Dk O ZaveREHE O, Sir ERLE NE 
WEE OD ERB SECIS S RH IL, FRULO AN < 極め て 多く の 次 験 的 困難 を 件 ふ 
を 以 て 現在 未だ 著 し き 進展 を 見 ざる 短 態 に あ 0。 

PAE VEIL PEMETE OWE 貴大 性 確 津 の 研 完 は 従来 多 敷 の 人 々 に より うり 行 
は れ た る が A. Scott BLA IO HACE PAGE |< O S BEN ES Lf 6 
Bayh & BAT Os 其 中 に 生ずる 化合 物 の (BML OS mrt Oo TRICE 
PI RILAUT CSA < Oaime3scit, 大 部 分 FeO, MnO, CaO 等 の 製 錬 上 に 及ぼ 
す 各 種 の 草 的 開 係 其他 を 研究 せる SOI UT, MAEDA, Ail FAP BG BE 
PEZEME TERE ISHS % iifEO RIE (LO SHEL MnO, FeO 2 Shee Oi 
ROPERS IES VE PER UL MnO+Fee—=Mn-+ FeO OJ REICH 
し FeO Oise & Oi (Les f O) Mn he 0) ser hn 222 L IRB’ — JR TEE Ze BD 
Be US IMAM ORB ITEO EF & Gilise4 O) CaO Ose hn ews L + t Gilt 
べた り 。 AL Mitt st LT lt CaO の 濃度 大 な る 程 良 好 な 0 め り と せり 0。 更 に 大 
By BELD PME REALS B PRS OFM ED 2EAGIS IAT B FeO, MnO の 間 
の 開 係 に 就き て の 研究 結果 は , 叉 質量 作用 の 定 律 の 適用 に ょ り 前 記 MnO+ 
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Fe-2Mn+FeO な る ぁ 反 應 の 進行 を 訟 明 LAZLONABXRUY, L 
Hermann Schenck は 臣 基 性 嬉 作業 に 於 ける 話 鋼 中 の 淡 素 量 と 鋼 津 中 の 
FeO と ょ の 量 的 闘 係 を 研究 し , GEO Fe は 1 部 分 Caleium ferrite と UT 
LEAFED FeO と し て 存在 する も の と 候 定 し 話 鋼 中 の 敵 素 量 は 奥 へ ら 
れ た る 当 度 に 於 て 鋼 津 中 の FeO の 双曲線 的 員 敷 と し て 定め ら る ヽ ゝ も の な 
る 事 を 逃 べ た 0 。 

H. Schneiderhéhn |< + —-+ AGA OBAGI AARC IA TT 5CaO. POs 
SiO。 及び 4CaO-P205 OF FK RAT SILAWO FE LEH, 猫又 彼 は 
la] BC(L HAT OR” (Fe.O4) 7% 6 —-MIBIR THK Str Magnetite Ot 
Ferrit (2 Bd RB YVEREO, 光 媒 的 等 方 性 を 有する HAD 存在 せる 事 
eit, 此 物 は CaO, MgO, MnO, FeO Fk OMAHA O LEO. FO 
{i 11 CaO. 3 P05. Si0;, 6 CaO. 2 FeO. P,05SiOz, 15 CaO. 4 P205.SiO02, 
21 CaO. 4 P。0。 3 SiO。 KOFFAILOS T BIO ML Doelter (peeeErp 
に 生 ず る 化合 物 と し て Ferrate, Spinell, Magnetite, Apatite, Ca4P20』, 
4\CazP.Og, 3 CaszSiOg, 3 CagP,0g- CagSiOs SHA eB TO 

YEO S (ka Oesok =P ARE hte ALE AM UT S35 
RET RVEAE TRI OWE LT ABI & ORO 得 べ く 茎 に CaO- 
SiO, MgO-SiO., FeO-SiO 2, MnO-FeO, MnO-MnS, SiO,-Al,Os, SiO5. 
-Al,O3-MgO, Si02-Al203-CaO, SiO.-MgO-Fe0, SiOy-Fe,03-FeO,SiO2, 
Al,O3-CaO-MgO, Si0y-Al,03-Fe,03-FeO 等 の 系 は 全般 UT 或 ひ は 
部 分 的 に 多 敷 の 人 々 に より 研究 され 決定 され 居り , 最 近 Bowen は FeO-SiO。 
の 研究 を 行 ひ 此 二 元 系 に 属す る 化合 物 と し て FeO. SiO。 1 file HIP A C. 
H. Herty は FeO-MnO-SiO。 OR *% WHEL TZ O Mga 2 BLN EK A 
する 三 元 化合 物 と し て (MnO), FeO. Si02? 2HITHO. 更に FesO4- 
SiO。 及び CaO-FesO4-Si0zg に つき て は G. Sitz の 最近 の 研究 が あり , G 
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Trémel は CaO.P,0。 ODUCRICOSPHE AABN bIBAT 


P.O; Th. I%SEOWE AEO ae (te. LT. CaO. P2O;, 2 CaO. P2O5, 
3 CaO. Ps0;, 4 CaO: P3205 等 の 存在 する 事 を 認め た め 9。 
Fig JL IR SI Me kt Ze OAR 7H WKSd. LT. FeO, MgO, CaO, SiOg, MnO 


を 有 し 他 に P2055 RS を 含む 。 HO CLE OMI SPB RU S る を 必 


要 と する も MnO. FeO 等 は MEO LMS LIBS LUG LBFSS > BY 
て 今日 迄 の 結果 よめ 想像 する に Cao-MgO-SiO2-P20s5- の 四 元 系 に 於 ける 
適 営 な る 部 分 を 完 明 する 事 に より , 鋼 辛 構成 の 大 略 を 知 OA SO LE 
= “eee A 
AMR O MMM SOWIE Lic SNE It BASES, HORM 
材 , 富士 製鋼 , BATT, 7 OER, EAS SS, Th Ree OF 
PLT & OMBORMY VU IS SO LCI BINBE & O Zire 
2 型 に 分 つ 事 を 得 可 Le 即ち 1 OANA ET BOK LC, AE 
層 舌 構造 を 呈す る も の な り ぁ 介し 試料 は 姓 解 時 より 出 鋼 時 迄 の 間 に 適 党 の 
時 を 距 て ゝ 敷 回 る を 探 取 し 同時 に 綴 冷 乱 冷 及 び 燈 鋼 の 三種 を 探れ 0 。 
第 一 型 に 属す る も の に 於 で は 複 屈折 朋 き 無色 乱 明 な る 小曲 と 光 由 的 等 方 
性 を 示す 黄色 乃至 鶴 色 な る 小 卓 と よめ 成る も の に し て 題 微 鏡 下 に 於 ける 其 
構造 は 共 吉 組 織 を 示す も 或 ひ は 液 駄 に 於 ける 不 混 和 性 に 起因 する も の と の 
REI SIL LG HOFS SAE LBC CHS OMA BRA ISH 
中 に 作 冷 し た る も の に つき て 検 す る に 微細 に じ て 其 構造 を 明か に 知り 得 ざ 
HE OW Or MEM SMGROB & L THINS 4 4 DHS RBH 
8S BU itr7e Bh E AS %e BIS OLAS 9 1A LAP BRIE & 
る 試料 に て は 黄色 結晶 の 大 な る ぁ る も の を 見 出し 得る も, 著者 の SRSUTH 
TUSHDPE PS LEIA O Wh Hye BRS EE AVILES ST ARSE I 
JE OMe & HERBIER AIRE SL & OHNE LN BB LEELA 28 B Ht 2 Ze UL 
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第 一 型 組織 IR ANSGRRIC k So A fate Sit 
adh WX tate StH BW th =x 80 


同上 Bek 3. HET SAMOBY 
fins MA GG te S a CH £6 in TIN 


# 14020) 


綿 174 


a 


a 


組織 反射 


光線 に よる 


3 


75 a a aoe 3 本 141C21) 


2 OMIA AU BEAL 6 OSE & LIE L-COM Eh ORES 2 HR O Regu 
Withee t % MBAS HE UB RT か きる REAR KIC 
し て 第 一 次 晶 の 如 ぐ 見 の め る EO LUVOMS SAIL Ow Z HeLa Ki 
上 晶 の 集合 角 と 見 る を 得 可 くぅ 十 等 は 鋼 水 中 に 一 成分 と し て 存在 する 次 色 結 
Ha C9 DSH, HS OMDB HWP IEE S 18, FEAR — te 2 
と な ら ず し て 存する も の な る 可 さ くさ 。 人 従 つ で METS IRA RP & oO Ae 
Bi ted 7 WIL AUEE, BEG < MECASBI te B AeA E LC L 
£ Of S GE LS BEAL SG OEIC IRAN MIRE L CoA AML Ye 
KTLOLBAD BiB LIT. , 

$5 —INIBS % & OW ARM 2 Zo LMG COBH Ze B ANN PEAS AN LA 
rete UTES LIN 2 OFSER IDM IONS B 8 OFTHE Le Ou le hi 
DNR GED CHABTARE ME AIS B FR 9 EHH £8 ke 1h BE £6, O) BET dH B 7e 
見 る 。 WERE OR OIF 2 HIRAI RT OO LY AGA, 

Me G5 Aria & tH ODA EE IC RR 7 Be 8 Lk DE ECE 
JG O SMELL Ds % LVARHE—ALEK OWED} URE E We EIS AM Pete vB LT 
HGRA 5D A A RY OY 2 SEL te BB OTS & BY < see—skcthh AB 
DRL CHOW Ate PBEM DHE Sa EMA LUM IEOM 
TB OD EEE > OYE Ae sCHEL FLD 1G, SOMES YU & Zeal 2 3 22 VC 
bs L% EELO AM < BF ORES RCO APA. ETS EN CGO Deh と 
6: U, 3s HM Ze 2H LILIES SPE MK SH SMM LETS MMNICOS T 


AWS KO BEN AS 5 GROMEAT & HE US ae LACS BY 


BEL 26 © Mt EBA O ihbilh SARIS SEE <7 GC AHO Abeacs 1 AVA AS ATA 
3 L Ze & HERE CAA It ABR O BLUE eb 0 A at AS 
近 き 或 ひ は 全く 第 5 TFS LES © TL CORO MEAT & she 2 ROME 
BEA: & BAR EZ dre — FENCE MES BET AC WS CL URO HD 5.0 
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DECES F-MO Are ad ME VER SICK し 或 工 場 に て は 殆 ん ど 第 二 
型 の も の を 主として 作 め 叉 他 の 工場 に 礁 て は 第 一 型 よ り 策 二 型 に 順次 移 化 
する に 反し ,. 別 の 工場 に て は 第 二 型 よめ 第 一 型 に 移 化す る 如き GH Pete 
Oo WK OBES BW a AEE PS RGM SSC Ik, 製鋼 に 件 ふ 種々 OBE 
AG VE SMT OD REA BEET) ANGIE AS BP LO 2 Oo I in ¢ TS — RAYE LE 
CURT AE DEA}|NDS < MIME O — KH % FEC SSK K OMAR OBAME (OE 
SS SMTEOSME, FAW OBMEIK & SiMe ORME Ze Fl O , 2G O) 425 FAK IR 
UF & PEREZ D RRO PRN), ME IS MBAR BEI LEGA] S EOMRS|A LC fa 
ず 。 

GEC RASREORM 既 逃 せる 如く , 著者 の 検 し た る HOME HRs 
PEIN CIS, その 題 微 鏡 的 構造 完 卓 質 に し て た ヾ 2 種 の 結 醒 OAK OMIA} 
UC, 等 の 本 性 を 知る 事 は 極め て 容易 な る か の 如く 参 へ ら る ・ ゝ も, HH 
は 然 ら 5 ず 。 屈折 卒 は 其 だ 高く 通常 の 浸 油 法 に 用 ふる 油 に て は 測定 出来 ず 1 
ML 2 ARO HH Li FRO Adie 8 S SE 6 ACS EO 1 LAY FH KS 
BRO SBMEIE t ORV EGO bc 著 明 に 反映 し 來 ら ず , 加 ふる に 大 約 
D»*Db6ORSW LEMKRSSA SKA MILOS DEY ROUEN ORE 75 
る 材料 な き を 以 て , CDEOCOS HAN HBROREXELIO LTS, 
それ に より て 直ちに 化 由 的 組成 の 決定 を せん に 由 な し 。 HOT bala 
の 結 醒 に つき その 性 質 を 根本 的 に 知ら ん と 欲 せ ば , MEM Baca REP KO 其 
各々 を 分 離 取得 し て それ に つき 試験 を 行 ふ 直接 的 方 法 か , 然 ら すん ば KES 
の 組成 を 想像 し それ を 別に 作り て 此 物 に つき 組成 及び 物理 性 等 の 開 係 を 充 
分 に 研究 し (既成 鋼 津 の を それ と 比較 する 開 接 法 か の 何れ か を 選ば ざる 可 か 
5 ら ず 。 著者 は 最初 先 づ 極め て 困難 な る も 一 居 効 果 的 な る 直接 法 を と れ 0。 
左 物 題 微 鏡 下 に 鋼 津 潤 片 や 見 る に 抽 種 結 醒 は 何れ も 屈折 座高 く 黄 鶴 色 結 
nh IC BNE AE Ze aS SAR UR SB A Ik a Ze aS LEE Uk BRIE 


77 Te Rm x 本 143623) 


WUASEAR ts >. DEI IER Ain eS FIVE TS B 22 VCH FA LIEN? & 
Ome RE S t= L BIER EPAKES & OUILH 90’ (LIA DASE LE BLS 2B 
の 存在 する & had D HB 7s DRUK ILIES UC aGE OK ABR LGA’ 
SF AUB 5S » SSE LO HAA ZK O LIS S Aes O LRT AA 
し これ に は ささ 線 的 決定 を 必要 と する 事 勿論 な り 。 ALBIS AREER 
者 共に 大 きさく 葉酸 硝酸 琉 酸 何れ に よる る も 容易 に 溶解 し 去ら れ 後 に は 綿 基 の 
シリ ヵ を 残す 。 猫 叉 無色 透明 上 品 は 砂 酸 析 機 酸 等 の 有機 酸 に よく 溶解 し 此 場 

5a hy i も BET IKE 3 DB tr ENE IBAA GA Ik PE 75D ROHAMBIS OT Ba 
J ¢ be S 2US MEIER LC IL AAR S HC AKO RG ZIKO, MOM ¢ Rube 
WRI Bt A ARE IL ASE eC Re AI USC OG EP EO Be tt 
tin Ar Ze Sy HERE ALL RATE O o FEOF FA ALi ISH GbE ek © 
て 約 30 BADE (REL CAE OAT, BAO TZ BRS 。 此 際 鋼 洋 
D—-#B 6 BI RBST SEDHAAE, CUP MT 5M < ERRORS, 酸化 
せる 部 分 な る 可 し 。 RAIMA S Sb OWE & 7% O 1D RII O PES 
液 に て 慮 理 し これ を 或 程度 迄 沈 浴 せ し め た る 後 , 上 水 を 捨て 去 9, URS 
部分 を を とめ り て 乾燥 し これ を 再び 和 乳 鉢 に て 適 営 な る 程度 に 魔 砕 し 更に 機 本 
に て 慮 理 す 。 MOM S EE Ze HO RS LAT AISI LPO RIC IRS HE 
a3SM GAA AH HOA 26D. DS UTHHFADE 01 
た る 0-2 HAR OMENA OS BURBS TT PRE LIA EME dhe LS 
D LRT LARA LILY ORIED OMRE 6 SO し も ゃ 第 一 表 
の 如く な れ り 。 

但し 上 記 分 株 に 於 て は MnO の 1 部 MgO 中 に 入 0 め 0 MgO EU CHES 
れ 居 る を 以 て MgO は 上 表 の 敷 よ り も 増加 すべ く MEO は 減少 すべ し 。 上 
Fel RR LC BBX RD Sle 

(Fe, Mn) Og (Mg, Ca) O 


本 14424) OOO ty OR #4 178 
第 一 RS ERD dD» SBR im MMe AT SOL 
SiO gn 0.94 HERES AA ILI ORD 0. PROGR 
IEG paSeaneg see sus tr. < = rx 
FeO sere 以 て すれ ば FeO, 及び MgO Bsr & UA 
CaO e436 kL LORIE CT LOM] L EBS 
MgO PAC OUIAS I 3-82 
ME Se 50:00 64. HHL 7 EO Cee 
Total. 100-00 


繰り 返 へ し た る る も, BURT O 試験 に THLE % BL 
ふる 如き 試料 を 得る 事 上 難く 上 且 分 離し た る 結果 は 或 程度 迄 黄 礼 色 上 品濃 繕 せ 
し め 得 る も 其 度合 は 虚 理 の 度 等 に 異 り 一 定 ぜ ず 。 従 つて 其 定量 分 析 の 結果 
を 直ちに 製 鎌 の 進行 に 伴 ふ 成分 或 ひ は 杜 造 の 療 化 等 と 比較 し 得 ず 。 た ヾ 次 
{jh D> FeO, MnO, MgO, CaO, OHUEOA k OMS Be AMIE D To BFR 


度 に て 1 時 此 分 離 法 を 打ち 切る 事 と せり 。 猫 か く LU bE REEL こ 


その 濃 縮 の 進む と 共に 柚 機 酸 に て 虚 理 せる 時 人 硫化 水素 の 杉 生 減少 し しれ を 
ENR CHASM ORE BOCA REET. 従 つ て 鋼 治 中 の 硫黄 は Ca, Mn 
KO Fe の 硫化 物 と な り て 無色 乱 明 卓 中 に 溶解 合 有 さる ヽ ゝ も の な る 可 し 
と 想像 せら る 。 : 

ialse 4h Stain lt MgO の 量 多く , 鋼 津 中 の MgO は 他 形 式 の 化合 物 を 作 
る 事 な く 全部 此 黄 礼 色 結 曲 を 作り て 其 中 に 含ま れ , 其 の 大 な る HA IOR 
Both fotain 2 t UC it FeO, MnO 等 の 量 極め て 多き も ZrO。 に 召す る 
MgO の 如く よく FeO その 他 の 酸化 物 を し て 其 本 來 の 結 曲 に 結晶 せ し む る 
IEHROD LESEG る 。 し て 此 等 酸化 物 の 間 の 量 的 開 係 は 固 溶 剛 と し 
TEMES S BOK LT ABH OMET IC EO LIE & OSD BE BY O VRS IZA 
PRC OVA IE HE W > TIRES L LC OBRIGER TC IL MEO -RGBAIR IC k OES 
SORA Lg 

PARC STHS Ehiisin k ZU ANS BMRA BREE AT AIBA, これ 
(EA ROPR LD PBL O — EB 5d BRL LCR AL A He 0 ILD Hs 0) FeO. 


ea 
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FesOs (2 EAbORAA ¢ MEL ORAKAS » OBMMIK LCHPRE BE 
一 部 分 磁性 を 有する も の ある は , DS OMSBILE KE ZLDL¥A 64% 
者 は 此 性 質 を 利用 し 無色 矢 明 卓 を 鋼 津 中 よめ 分 探せ ん と せり 0 。 即ち 鋼 注 を 
約 90 目 秋 以下 に 砕き 70 で ~800°C LAL CHR UK SR BIZ L 
< BE LT aK CAR K < REP U CARS CREA CSR A ORAL 
も の ゝ み を 吸着 せしめ て 分 離 を 行 ひ た り 。 SRERBAMPIZ TOM » AA IE 
が 粉末 相 王 の 附 着 に よめ 成功 せ ぎ る と 同様 , 水中 に て も 赤 困 難 に し て , Ds 
る 方 法 に よめ 敷 十 瓦 中 よめ 分 ち た る 0.2 HROMENLO STH LISD OD 
離 不 充 分 な る と 試料 僅少 の 争 大 約 の 性 質 を 知る 程度 に 止め 少量 の 成分 と し 
て 含有 さる ゝ bOLRLS FeMg FLOSS LIAN SHRM. 
S Hr LUMI? SiOz, P20s5, CaO な 主 成分 と せる も の な る 事 は 確 
As A Lo 

上 記 の 如き 分 離 法 を 行 ふ に 先立つ て 重 液 に よる 方 法 を 行 ひ た る も 比重 4 
WF OBR THE AMMO SAW LES BOUT & Misa LH ZK 
構造 あな し て 相互 に 入 の 組み 合 ひ 居る を 以 て 相 党 の 微粉 と な さ ヾ くれ ば 各々 
は 分 れず 。 か さく の 如く すれ ば 重 液 中 に て 微粉 の 集結 起り その 劉 に か ゝ る 分 
Hee DCA < BARE 56 DOMES OS~ 

か くし て 2 F4Ff] LILO AEA SEX OMIA LS HRIE 2ITO RS GiB 
BVI TEL FED 75 BWR BOBS 9 SEAT Ze 45 O FERGIE JO AC 
ひ は 構造 に 開 係 し た る 何 物 か を 得 ん と 努力 せ し が , BUS A) EC a 
進め 得 ざ り 9 し を 以 て て , 第 二 の 間 接 的 方 法 を 行 は ん と し , Biwi) AMR bso Te 


Do 


物理 治 金 移 的 研 究 BUS ADA < , HERE DROME WS Cd, HE Ie 
Whitt & HR CARMA LO QAP RHA Ze LAE O Me SEIN MA OBE IP LSIO 2 
P205 CaO [LTH GAA DERI FeO, MnO, MgO な る が 前 者 
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に 於 て は 主要 8 MIM ORMUBNORI 必ず し も ABBA RIC IES WL, 此 等 
の 3 成分 を 含む 多 敷 の 化合 物 の 存在 が 報告 せら れ 居 る に 反し , 後者 の 主要 8 
成分 間 の 基 的 開 係 は 固 溶 騰 を 形成 する 開 係 に あり 。 此 固 溶 肛 の み に 開 する 
限り その 結晶 過程 と 温度 と の 開 係 は その 硬 抱 開 係 に 重要 な る も の な る 可 き 
も 前 記 無 色 透 明 品 に BS BBM & LCL BLM, それ と 
此 等 黄 季 色 品 成分 と の 間 に 化合 物 生成 の 想像 され ざる MRO, その 成分 間 の 
HLOQBNEB IC & OM LS ROBES BR 6 AMORA MS O48 
BEN PL Ze ts FLIP DAT CSI A RIEL SUEADL NG ale Ok DUN RIE 22 PR 
TIS LLC, MOTE al OY ERMOHSEI WR Tc & MgO Oe 38 
明 唱 に 話す る 開 係 , 延 い て は MgO-Ca0-Si0y-P,05 四 成 分 系 の CaO 多き 
部 分 に 於 ける 洒 衡 義 係 を 知ら ば 鋼 潤 の それ に 近 き 或 も の を 知り 得 可 し と 想 
像 せり 。 従 つ て 先 づ 此 四 成分 系 を 目標 と し その 部 分 的 2 成分 系 3 成分 系 を 
研究 せん と & 欲し て BRANDI CaO-SiO2-Pg0』 の 8 成分 素 に 於 て 如何 な る 
化合 物 の 生成 を 認め 得 可 きか を 栓 せん と せり 。 H_LALRA RIC SB 
部 分 的 2 成分 系 3 成分 系 に つき て は SiO2-CaO, SiO。-MgO, CaO-MgQ- 
SiO。 等 を 除き 末 だ 素 統 立ち た る 研 完 を 見 ざめ し が 最近 G. Trémel epi 
合 む 各 臨 大 性 鉛 塗 の 大 研究 を 著 明 な る 専門 家 の 分 的 を 得 て 充分 な る 禁 置 の 
下 に 始め , その 第 一 着手 と し て CaO-SiO2-P20。 の 3 元素 を 決定 する BIC 
CaO: P205 | の 2 ERLE RORMNMMD 0 LIC SHOSHREL TEA 
BRE Oo BH OB RM CATO KB BRIE AR he LS FL S Bs ft 
BVULOAULUL 前 記 の 如く CaO-SiO2-P。0。 系 中 に ある も の と 想像 さる 
、 を以て, 此 三 元 系 混合 物 に つき WRMENR ATT ~ Oo 然るに か ゝ る 混合 物 
の 焼 融 に は 極め て 高温 を 必要 と し 種々 の 困難 に 遭 時 せり 。 ROR 
クタ 製 の CaO・ PO0。 & CaO-SiOg 2 BFE * ORG CRBMEREL 2 1 6 
ん と せり 。 WS IEMOM SMEAR < Ceramie refractories A wep L FE 
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BBV ete ES, 白金 ルッ ギ を 使用 すれ ば 1700°C MHREA Re BE 
し 得 べ きも 妖 融 は 殆 ん ど 淀 に 150C: 以 上 の 温度 に 於 て 起 る を 以 て 白金 に 
& OCR LG 5 ERIEILERO CRD 6S HA ORDER ET Ty <, 
LMC VY EOE ALE GS SME BH OD. SWE L 
THA OEM LB ILA + HOA © LEB SEN OPI Hi 
度 高く AaRmIC HSC 8 Lei 3 Y AR REOMS REE DELI. MR 
SI ItRea BE LO he — aS ea LA 7s CHE EO GEH 
に 耐 ふ る の みな め り し を 以 て 著者 の 諸事 情 は 之 れ を 一 時 中 止 せ ぐる を 得 ざ ら 
LOY 。 従 つて 著者 の 試み た る 万 は 混合 試料 を 経 6 mm 長き.10mm 位 の 
PUBS AD, これ を 白金 線 を 渦 其 に 人 益 き た る も の ・ ゝ 中 に 入れ , タン マ ONE 
に 入れ た る 石英 管 中 に 釣る し 1600°C 附近 迄 熱し て 温度 を Pt-PtRhi 熟 電話 
に て 測定 し 試料 を 水銀 中 に 急 准 し 融 ひ は 中 に 放 准 し て 結 曲 生成 の 模様 を 
検 し た る に 過ぎ ず 。 これ に よれ ば 1600°? に て は 温度 未だ 充分 高 か ら ざる 外 良 
結果 を 得 ら れず 上 且 タ 々 ンマ HEE O KER DAD AU EDIE OBIE IC 
速 に 行 ひ 得 ざ り し ゃ 以 て , MRK S 方 法 を 以 て し て は BVI 7s 4 RE Re 
($5208 2 Be AIO » (A LC BY BRK HS TCaO- SiO, 2CCaOP205) 
並 に CaOsiOg: CaOP20。』 の 組成 に 相 党 する HA BILR— 7S 結 醒 相 と 
な り て 凝固 する 事 を 知 れ め 。 MOTI CaOSiO2・CaOP。20。 の 混合 試料 
に つき て は 此 雨 者 を 成分 と する 二 成 分 系 開 係 に より その 全 古 衡 開 係 を 知 0 
#3 B \ILIED URS A» BD 4 6 AIBN SimORBARIES LIFT > 5 
¢ FAS OMG I< BZ AHO 4 & H SH) S 7A al MN S Way A 
S AitadallOs TC b Hit OILS BA SA Lo 

— G. Trémel (£2 OWE TAR ICH LIB E BH 7% LBC Rho- 
dium» 9 KOEN ICT NGN 8 EEE L, Cite NO CRB BT UX 
RABIN (SILL A D & D%e JNU TRU UTD Pere RAK tr J) UR A Ze FOS 
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れ に ょ り の め 熱 分 析 等 を 行 へ の め 。 又 得 ら れ た る 試料 に つき て は ぶ ※ 線 的 研究 を は 


じ め 各 種 の 研究 を な DIC BMPR OA 3 LMAO K-}SchneiderhonzZ nv 


BELTS 0 6 MOM < CaO-P。0。 を 含む 系 の 研 完 に 於 て は , 酸化 物 系 の 
研究 に 於 て 度々 唱 遇 す SRA OKIE OAMED O 0 FEA Tete SRE CG 
と を 必要 と する を 以 て , 此 研 究 の 績 行 は 此 等 條 件 の 具備 さる ゝ 機 を 待つ 事 
と し 現在 の 諸 設 備 に て 寅 行 し 得 可 き 部 分 の 研究 を 先 と する 事 と せり 。 
RAE GFT AS BO TC NEE HE, 石原 先生 , 大 石 先 生 そ の 他 諸 先生 方 よめ 
種々 御 和 助言 御 助 力 を 賜 0, 分 析 に 際 し て は 瀬戸 , 八木 , BLO 諸氏 より 多大 
の 御 控 助 を 得 た 0 。 蓄 に 深く 謝意 を 表す 。 叉 研 完 試料 探 取 に 敵 し て 非常 な 
る 御 好 意 を 賜 9 り た る 日 本 鋼管 , 東京 鋼材 , EG RT, 川崎 造船 昔 合 工場 , 八 
幡 製 鐵 所 富士 製鋼 , 視 戸 製鋼 の 諸氏 に 深 碁 の 謝意 を 表す 。 獲 上記 の GEIR 
基き た る 今後 の 研究 に 営 り 大 方 庄 氏 の 御 教 示 を ちる ふ 。 


Wt Fe A Re 


勝 光 山 産 デイ アス ボホール (Diaspore) 


Mee FT KR db 


AFM BF AT AX— nr OPW AERO SPUR HET I a 
ASABE i, (SRI SIERO ASHE, FER LAB ERB ESI ORE 
PALLCIERB IL PSE BR IGLLISE 3, 叉 朝鮮 に は REID A SREB EST OE HK 
& OAMORMY GNIS LOHY. Lr GHRWORB HR ANC UT 
BABA SD ELOY ¢ BC UCHLI BAL BAG NR 


1) 木野 央 吉郎, HAT GAED, GORA BE, 4, 1 S21, WR 3A. 
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中 よめ 大 さ 7mm に 達する ディ イア スポ ボー ムル 結 品 を 採集 する を 得 た り 。 AEE 
OPER LOWE CRE T LEIS 記載 せる 所 あり LOS ASAT IEAM Hc a 
FARE OEE O (LLY, ELITE AK A BLE MEE BLA Lo KR 
筆者 の 控 集 に か ゝ SMES 4 7 A 1 OD A SE AC BA UC Ik 
士 の 研究 あり , FORGE A PIB SASL, 
= ak 

WE UNSHES BF AT AK WIA KIUMEA & ABUKARKOR OWA 
の 交代 作用 (metasomatic alteration) OAR & OTRAS UST ABR A DR RP 
\fPlaa Oo BURR REL UT ov 4 7454 §(AlLO3-4Si0n-H20)‘ 
よめ 成る る, GERM LE UT 41 F+4 b CAL,O3-2 SiIO,-2H20), デイ アテ 
AAW (Al,O3-H20), SHE Fi (Al2O5) 2 UBL (K20-2 Al,O5-4505- 
6HLO) ATEN DO, THGEOMFATAK-—AOEMCRCL SCE 
\ & 0 REA ONKB  BIB F 4 2S Lo 

CL) HERDS BEDI 25 HI ABU 1s B ABBA TE UTHES BNA 
FAFA SPH BFA 7 AR UA DRAM E UTHER Yo 
(2) 西 勝 光 に 於 て は 最大 7 mm (ES ABR 1 7 AR LZ BH 
EO hin 7 FI 1b ESRI) 2m の 彡 其 を な し て パイ ロフ イラ イト 
RAP2A O o MAR ILWH IC BSE ST SD LIRICA Io THRE SAK V6 
(3) [al U < PRRCOMG PILI 1 7 AR aT VIAPELY 
WX D BkAKHECconcretion-ball) DHE L, その 委 8~5 cm あり 。 こ の 玉石 は 往 
々 デイ ィ イア スポ ボール の 外 毅 と ヵ カオ リナ イト の 肉 核 よめ 成る 共 心 構造 を 史 す る 
場合 あり 。 (4) 七 曲 確 床 に 於 て は ディ アポ ボー ムル 徹 曲 は 不 規則 な る ぁ る 形 短 の 破 
質 園 塊 を な し , FROME Ahh IS 1 71 1 PCB Oo 


13. TAKA, th AE, 33, 23297, 大 正 15 年 。 
BAKA, lal _b, 34, 29-~36, 昭和 2 年 。 
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EO gn < HORAK RT STAT ARKH HAYA DLE 
L, 鏡 下 に 於 て 観察 する に この FARBAICIA TILT 1 7 AR—W の 一 部 は 明 
か に カオ リナ イト に より て 交代 せら れ , 前 者 よめ 後者 の 方 が 一誠 後期 に 
出せ る こと を 示せ り 。 叉 多く の ヵ オ リナ イィ イト 細 脈 は 明代 石 塊 中 に も 伺 入 せ 
9 。 

4 @ AS HU FA A ME 

BEAM O ACHE ARR SD HET eID, ZICH を 行 へ る も 

の は 第 一 表 の 如 Lo SRW VAD sik & SUL, Bt OD FERRI 


§ - O AIRS 72 KH b GA BIE 6 
| fe (kes It AlsO:H2O に 
ate ae coy BURT ORM SS Lo ROE 
| lS | 84-23 85.0! | な 3 = 
ee ue OO | 年 j. Bohm の 行 へ る x 線 的 研 
|. Ca TO | oman | 
11 Os Ba Nae ores * | 人 和 借 に よれ ば 天然 産 aluminium- 
Ig. loss 14-63 15:00 | 
es monohydrate に は diaspore と 
Total 100-37 100-00 | 
ola | 


I. Diaspore from Sh6k6zan, ee DISET a : 
II. Theoretical composition. と が 和義 見 せら れ た り 。 前 者 は 
500~600°C に 於 て 腹水 後 直 に &-Al20s( 鋼 玉石 型 を 生 ず る に 反し , 後者 は 
Bigs Trad GHA EVI HST WEAR RIED 7-AlzsO ぁ を 生じ , 更に 加熱 すれ ば 約 1000°C [if 
ER monotonic: cease RE dl a ey FE (KPIZ 
UWA MREO FS tots SAARC に よれ ば , ICL An < SELL 
座 の aluminium-monohydrate PEt 1000°C PIE TT & MEOW BHR 
(Al S FEFAR HE ea tS SHEL T . MILAM FA 7 AKH-NIBTSN SCS 
と を 確認 し 得 た め 。 


1) J. Bohnm, Zeitsch. anorg. Chem., 149, 205, (1925). 
2) S. K6zu and M. Masuda, Sci. Rept. Tohoku Imp. Univ,, (3), 3, 55~58, (1926). 
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Sei 

‘ RRS 
Eee 

mas 

Ceo 

aon 

Re 

Be 

| 

J に NI 隊 庫 彫 夫 副 較 

14 12 10 8 6 4 2 0 2 
<— Absorption Evolution —> 


Galvanometer reading in Cm. 
CPE BER Be OF fie LH BN) BAS IC HR る) 
«eh Bw 性 質 3 
1 BCE (LBS CREEL 2 XR & ORD Garte SBC HEF 4-7 ~z 
AK — We fii OC BAAS (LRO HM Lo 
a:6:¢=04733:1: 0.299) 
HET @ Bec (BF SMTLGEAE Koksharov (= £ O Hd~ Ghee O Ufc IE UL 
正 に 2 分 の 1 に 該 和 洛 せ 9。 PALL MTNA MR LAO Mis ee et 
る も の は 第 二 表 に 見 る が 如く 前 に 地質 鼻 雑 誌上 に て 報告 せる 所 より 一 居 簡 


ee i 2s DRTC Oo HRCI F 4 
AHEM | 新 面 指 敷 PAR — WILFRID ZB hig PK AE 
| OY | 10) | Ay L, AER ACx10), d(or0), w 
hk (230) (180) 
b (O10) (C010) | (103) 及び eCo2id & ¢ FRE L, Hae 
w (103) LOS ea] 
2 C011) 21) | (730) 及 び s(zzz) の 小 面 を 有 し , その 
s (212) (111) 


eked lal lt 4 —lalOR し 。 Astin 
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I EACTTONROR(130) KAZ IL ¢ HIE BATE, Mew 103) RO’ eC021) ECT 
It (100 1a 2EGF 7S BE NERO BE ILS 。 HEC hann IPR e RS 反 
StU age = K SW ILB BE O Le 
以 て , BEARS BE IS に より 面 角 OHBERS 
値 を 得 た り 。 そ の 結果 は 第 三 表 に 示 
UPADMS, LEO tak O Pate 
eS も の は 第 三 園 な り 。 


第 = KK 
Facial angle | . 
(New i | 3 Cale. Obs, 
(110) /\C110) [> tC 49° 0! +30 
(130; C010) 8 9 35 0 +30 
(110) \ (130) 29 Bt 32 0 +60 
(OO |)! * 6904 2 7 59 30 +30 
100) (103) T8526 | 76 40 +30 
C021) /\CO21). |... 61 46 63 0 +60 
| (103) /\C103)_ | 3 48 27- 0 +60 
GIO AGI | = 66° 2 57 0 +30 
光 皇 的 性 質 
Attia Ot BMir ik 
a=Z, =. cao xX. 
従 て 光 軸 面 は (ozo) に 下行 


し , SRSA 770 。 光 
軸 角 は Hutchinson Univer- 
sal apparatus 多用 ひび ひ , Dna 
=1.656 の 屈折 卒 を 有する 
ES TURF IRY yoy 


gsr a wR MR MH 本 153(83) 


Fish Vi hidh ei UTMEL Oo TORIAKOM し 。 

PHxya=—ss 36/ 

Ving = AMZ 
屈折 牽 中 o KRU Bid Klein 人 馬 反 射 計 に よめ 求め ,7 eo, BRO V の 値 よ め 
算出 せめ 。 次 に 主 屈折 卒 を 示せ ば 

a=1.702, B=1.722, 7=1.747. 

DL EOIN PER 4 Schemnitz 産 デ ィ ア スポ ボー ル に 就 て Michel-Lévy 及 
U Lacroix の 研究 せる 所 と 比較 する に , 屈折 卒 7 の 値 に 借 か に 差異 ある 以 
外 は 甚だ よく 一 致 せ 0 。 

掴 築 す る に 常 り 本 研究 中 御 懇 切な る 御 指導 を 賜 は り た る 宙 津 教授 に 調 し 
深謝 の 意 を 表す 。 


秋田 駒ケ岳 火山 の 活動 に 就 い て 
OM ee 


ea 昭和 7 年 7 AF WAM: BEMROREREICALS 2 RW > PRIN 
IRD 01S CO EATER 6 tut OF. FER TARO 
意 を 受け て 10 月 上 旬 現 場 調査 の 機 を 得 た り 。 然るに 偶々 10 月 1 ci 
津 白 根 火 山 の 爆 長 あ 0, 同 火 山 の HAIRS Slo Bis 2 Ch > hh 
の 踏査 に は 短 時 日 の 止む な き に BO UD, BER 7 BECHER Ck Fe KC 


し 所 基 の 調 本 を 着け 各 LS) し は 遺 破 な りき 。 


1) Michel-Levy and Lacroix, Compt. rend., 106, 777, (1888), 


本 154034) ie he ae - ah 188 


Bi) > RSBLOWETELS I LCR SE ICBAMEYE 6 tut: 2 WERT ARELLO 
ae SCL BEC ER UE Gtr, MBO SHE VE SRE, UCAS 
は 同氏 の 報 文 と 重 覆す る 所 な き に あら ざれ と ど , 筆 者 の PEIRCE ote 
FED ANE, その 他 1, 2 の 事項 に 就き 報告 せん と す 。 

本稿 を 章 す る に 党 り て は HA OMAR 620, 種々 御 指導 賜り た る 
前 津 数 授 に 盾 し 深謝 の 意 を 表す 。 叉 踏査 に 際 し 便 論 を 筐 へ られ た る 常石 辻 
PRE FEE LICE CARS CLIN EZ ECB LBA ET 

BBN AMINE HS 他 岩 味 の 北方 に あり , TOBE 
[LS FAR ERB HLL OO ORC REAR AREER S . IO WCE 
WIA ESR WEB LU Sb, PALO MMO BUI 妨げ られ 
CHEMO FEE RIE RI Oo 本 火山 は 標 式 的 ご 重 火山 に 局 し , EEO Hw 
形 は 第 一 園 に 示す が 如く, HEIBUEO ENCE ¢ ALK CI 東北 隅 に 
ti D2 HORE S PRAKDRRAT ARSE MEAL, ZIRE 
る 小 丘 を 横岳 と 呼ぶ 。 

外輪 山 を 形成 せる 火口 壁 は その 東北 部 に 高く , 南 西部 は 切開 され て 柏木 
内 澤 の 火口 瀬 と な め 外 部 に 通 ぜ 0 り 。 IK RED ACERBICAS CIREBIA 2e> B 
の を 女 目 岳 (1637 米 〕 う 及び 和男 岳 (1632 米 ) ょ なす 。 HOR LO RAB IC BAT 
は 甚 し く 央 解 し て 大 に 高き を 減じ , この 部 分 を 横長 根 (5 高 分 の 1 AWE 
は 横 策 と な れ り 0 り ) ツ と 稀 し , 懸 界 と 一 致 せ 9 。 そ の 一 部 は 本 火山 最後 の 活動 に 
際 し 抗 出 せら れ た る 火山 岩 塊 及び 砂 詞 を 以 て 蔽 は れ 介 人 此 慮 を 大 焼 砂 と 呼 
So UK DRO PGE BALES B 部 分 は WREMERM L LT RABE & (BBB 6 


1) KZ WWE, 第 4B, 593~607, CHA 7 ADs 火山 , 1, 88~45, (昭和 
7 年 ), 地震 研究 所 薬 報 , 10, S76E~883, (昭和 7 年 う 。 
2) KOFR=ERG RRA MAEM, FE 44 Hk, 51~59 WIR 36 年 。 (1903〕 


' 
Pr 
Wan 
‘ tas 
‘ cas 


i189 a 論 及 Mo 本 155C35) 


れ , それ より 南方 に 海 炊 高 さ を 減じ な だ ら か な る REY to Bhp REE 
流 と 言 ふ 。 こ れ ら の 外輪 山 に 園 続 せら れ , 女 后 の 南西 方 な る 廣 潮 な る 地域 
第 ~ 


4 1637.4 


Onamedake 


as 2; Bs 


098 


By > RITES WIE: MLN OM ERS 
DUK BIS UTEBE HF EMEC 5 SE —MIBRRO W OBAY S 
を 見 る 。 
ARO BE RIL IL に この 石 ボ ポラ に 於 て 行 は れ ( 第 二 賠 参 照 ), 女 績 の 南館 よ 
© MADEPA IC BLO THEME 2 Ky 10 倫 個 の 爆裂 を 生じ た 0。 
因 に 秋田 胞 ヶ 策 の 活動 に 就き て は 有史 以後 の 活動 の 記 鉄 は 全く 存 せ ず , 
休 火 山 に 属 せ る も の な りき 。 内 明治 35 年 頃 まで は 大 焼 秒 了 近 より RE 
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或 は 硫 気 を 噴出 し 局 た り し も の ヽ 加 きる , 其 後 は その 活動 全く 終息 UTA 
ABS). cis : 

ROAM 。 今 炊 活 動 の 始め て 報 導 せら れ た る は BRD < LsMAD 
KES 2 FL, 爆 遂 の 日 時 も 誤り ME GRO, BURKE 交通 不便 の 地 に 
在 る と , 党 時 は 天候 不良 に し て 登山 者 も 無 か り し に 因 る な り 。 BHAA 
需 林 叶 現 場 監督 小野 氏 の 談 に より 最も 信頼 すべ き 日 時 を 知れ め 。 UPI 
& OBI BH ULES Lo 

PABMBCM TAT 月 20 AA ERDAS Lb BRED > RO TH 
9 FEO ANCA TAIPEI Bt O し が , MOK OEKAD DE 
に 休息 中 , 同日 午後 1 時 と 2 時 の 間 に HP THBO MS BBL tec 2 MO 
Bei S TAD} 2 6 EIR BSL Oo KAREN AH CHS TT BHED CK 2, 
回 の 爆音 を 聞き た る 者 少 か ら ず 。 KCHMBICK TLE IUKOR RAE 
を 行 は ん と せ し が , 21, 22 及び 23 BMRB き な り し た め , 7 月 24 BOM 
Ke 4h DU 7 BRIE 5 PTs BS 柳澤 に 入 0 調査 せめ BIC HS TIER ! 
BOM 2M L LT, ARDO, その 最も 多き 部 分 に 於 て は 「 フ ラキ イタドリ 」 
DEILEIROB 3 (2 CED ABER O F, COMMER BT Clas By 
FENCED 2 Ch Chas HO BREE Se HEE O AT A 25 日 に は 
現場 調査 の た め 小 野 氏 外 3 BASU LE HKOLD RNB See 
30 3. | 

KAY > PG PE に 位 す る 國 見 温泉 主 石塚 鈴 松 の 言 に よれ ば , 7 月 21 
日 午後 6 時 頃 地 鳴 り に 件 ひび , HERO RRR, AF 22 日 午前 7 時 及び 23 
24 雨 日 も 午後 6 一 7 時 頃 岩 石 の 甲 落 する が 如き 和音 針 を 聞き た 0 と 言 ふ 。 KR 
aE} BREIL ATM LIRIAS C LB > ROBE te 0 2 気 附 か ず ,25 BAB 


1) KH RRRA MH 391, 11, (昭和 7 年 う 。 
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HEME OBE ROE UNC ES LIBD TREOWE BALI S ADE 
_ DEA FRO 情報 より 見 て 最初 の ERE 7 A218 午後 1 時 過 に 始ま 
0, thks SRB lth & PROBA EOI HE SSNS, IHL 
URC CRE eH Stoo ts 21, 22 AWE CKO, Me BAT 爆 箇 せ 
る も の と 推定 する を 得 べ し 。 

一 方 秋田 交 側 に 於 て は 営 時 強烈 な る 西 属 な め り し た めか 爆音 等 を 聞き た る 
者 な く , LARA RIS CRD > REO & O た る を 知れ る は 7 月 26 日 な 0 め 。 
Keh? BRAGA) EERO 私 信 に ょ れ ば , 同氏 は 活動 の こと を 全く 知ら ず 
し て 生保 内 口 よ 97 月 26 日 に 登山 し , 雲間 よめ 四 個 の BRD eo, BR 
AMA eS ot oO, AA TINE % PRIDE ARCO EOD, 各 
地 の 新 聞 に 掲載 せら れ し も ゃ の な る が 如く , ECR A ORGE SLES 

も の な り の 。 
am MOM AKO MBIA > ems > OMAR CHE 
PUB Ot OPE OPER IO CHY O, SCOBIL—MICE 9 A 
と 算 せ ら る ゝ も , KBAR O, Hint MAGIC TL TS 
Alte S 1 AOU S % O7e HEARS KOU 連結 され た る も , 3 個 よ ょ よめ 成る 
も の と 見 位 せ る が た め な る べし 。 WRB 206 BYRD OS Ai, 形態 及 
び 同 捧 踏査 営 叶 の 短 況 に 就き て は 詳細 を 記載 せら れ た り 。 He — lal PO RM 
OME RO BARKS IA) BA OH BHR L THLA ES EOE Y 6 

REE Deh PHP MBS ILD D 2 個 は 最大 に 局 し , 殊 に 末端 の も の は 長径 70 米 
KE 40K, 4S 18 KHO LAA. ORL CHILES, PICA TK 
Di eiitute SRE ER OM IME SLOD OO. BBO CHRD 
る も の は 西南 端 よ め 6 EAC SAI B=OM S WE K OWS OH 
WOR RAPES 2b 70. ARANETA ARS MORE Kuk 7) 
72 AICI ARE DD £0 RC A Ze UI ©, SOIR REL 地 竹 は 


48.1588) AB wy wh KK 


第 = 


Ke CPREDG RGR Ly HO (CUNT CH 
Be OR BEM & BC S RRR eS to 
CAPER MFT BRL te YD 


第 


Ni] 


Pe ego り Aca Hl oo BEG etc Seale 2 
A EE HY © Se eC Flee I AV AD 


ae 
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BOE HCA CRE LIBRO LOB CAT REM BRIBE OME ze © 
し が 如 Le 

EE OL PEPEBO AOS EWR AA E }, OBEY GRC ZAC AR, & 
XLT RAGED & DILLEY AR & IG 22 RO LOM > A 
(IMMEDI Ae At OB OS, gh Sere a 

噴出 物 - 噴出 物 は 岩 塊 , WEROSEOVEEIE LT, BAA ® MSEC AE 
SHEMET A. 0 。 HI ABRO 大 な る も の は 2 米 に 及び 」 約 206 KO WES 
CHALE Oo 2b OMA PROB O toy HELM EEL, 火口 原 
DAME ein F L CHEW TPIS RIEL O TOMI ee UR F A 

Id SBE AN SHEA LE EOF RPMS BILBO 5 

KLIRO WEP IRAE 2 GL BIS BRE OM MOMD O し に Pet er 
Wee iT, 現場 より 東方 に 運ば れ た り 。 MOKORABBO EO COR 
方 な る 横長 根 の 外輪 山 を 越 へ て 岩手 懸 岩 手 郡 内 に 分 布 し , 達 く は 同 郡 西山 
MARNE ROY, を の 距離 約 15 FF EF. MMOM < MF BORE A 
Pee Evel ACMA 7 F114 # FY JOR OM ERIE TEL, 少 か 
ら ず 砂粒 を も 交 へ 居 た め と 言 ふ 。 」 

園 見 温泉 の 異常 MRR RO Mets B= LO 湧出 
L, EF 2 個所 の 滑 出 日 に 浴槽 を 設け た り 。 LBA TKO SC B 
Hy LENS 約 13 立方 太 温度 36. が ご ど な め し が ; IRM I HE eR BU 
ko GEE OH) 3 PIC WUs LCR CMRI LEB ERA Y © 
Se en eee 


り と 言 ふ も 筆者 が 10 月 6 AME t ORS EI LHS APC IE UR Y 0 


APO) <M STARR OD RE eS aR ooo LED & BADGE L CHER 
TXLSPARAN oe 
猫 今 炎 の 活動 に 開 係 ある が 如く 見 ら る ゝ Ht UTI, 水草 豊富 な り し 
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A DUAR ABU L, 9 月 3 日 に は 全く 光 せる を 見 た り LA AO 
RA OPFZMRORI KSB AIO Lit MEK 1k RRIBROG 
Hero, UL OREM も NERT SSA OS Lo 
me MAOTSRKSKOR—MO WIR ERA AICS 
Be VC REA ICS CREWS AAO, COMBI Hiv 
(KC) BR KY 30 町 歩 , (2) Pei CRI 150 町 歩 , (3) 泥 寺 散布 面積 
約 200 町 歩 に し て , RE HE IARC SATE LAA IL BARR AD AUT 裸 
木 と な め 或 は 焼失 せり , 叉 鳥獣 の 第 死 せ る も の 多 し 。 
ee 秋田 胞 ヶ 高 火山 に は 活動 に 開 す る 記 鉄 及び 口碑 は 全く な か め し が 
昭和 7 年 7 月 20 日 午後 1 時 過 に 箕 如 火口 原 内 に BRE tet ©, 10 BRAD 
PAD PRK RAO PEE k OGRA HER UC AD OL, KRIS 東方 
BERRA MIME P EO. COMMIL REM be 6 UCERRFC Bir UT2 Oo 本 
活動 に 際 し 特に 前 徴 と 認 む べき BALES O UD, 活動 の 結果 と 参 へ ら 
> BEPC SPARC 國 見 温泉 の 淫 出 量 の 増加 と 温度 の 上 昇 , 火口 瀬 自 瀧 
OD FEATS (LR DBR O BE 2 BCH GEN Lo ICR RE RORE 
は 注意 すべ きも の な り 。 DS CS PARA  O CMF EK IDILA RO 
PRE EO 活動 期 の 復活 を 暗示 せる も の に あら ざる みかみ か, PREKIUOW 
息 は に 一 居 注 意 を 要する も の ある べし 。 
Mac 本 稿 は 昭和 7 年 11 月 80 日 一 旦 鞭 者 の 投稿 に 係 れ る も , MD 
AL POMEL, 掲載 を 延 引 する に 至り , COM ARMBCLUED 
WABRE CNSR OZL® 参照 し て 著者 の 加筆 を 求め, こ 
ヽ ゝ に 掲載 する に 至れ り 。 こ れ が た め , MoBROMe KFS 
BOR S2U CH ORM SS HA) 
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nS Rik fae 
2882, SRS ANI YT A 
AR WIS BE AOA TG HY PSE DS ~~ 2 4 

PIPED HGoNKSEDICUT, AUG 
fn 2 72 し a(100), bCOLO), mC1105, gC130) 
RU (032) 5 1h © #4 bh BSE V eRe 
、5.72, BAe BONE あり 。 HAD O 結果 
Ta Os 49.88, Nb20s 24-87, TiOg 1-59, 
Si0 50-65, FeO 16-08, MnO 3-03, CaO 1-99, 
MgO 0-69, Al20。 0-49, #4: 0-55, ThOo 
tr., V3Og tr. total 99-82 93 を 得 た を リ り 。 
主要 成分 の 分 子 比 より 化 學 式 を 算出 すれ 
i CFe, Mn) O: (Nb, Ta)sOs= 04 
100 VY anvT7 Ao & Fee 
Yo FED CAFBIC IBIS 3 AB OD — fre HD 
& it~ Vo CH tH, 53, 1209~1210, 昭 の 
[吉木 』 

2883, 7K OD ih EI 

Kindel, E. M. 

28 VAD iit HERES (x Canada m Hi H{Nova 

Scotia の Ship Harbour 7A ihe 2~6ft 
水深 に 産 す る も の な り 。 こ と の 結核 た に 2 様 
ONRRD VIC 1 (LEAKE AKIC UC tibia 
REAR & LPS AR id Seo HE & a LL 
AIM tA AES ERM SL OTVS 
% ORB KA SiO g--12-75, FegO3--- 
13-74, FeO.- 7-70, AloO3---12-50, CaO... 
1-62, MgO---0-58,;H20---13-58, CO2 Org- 
anic matter...0.26, MnO 2...36.08, Heavy- 
0-67% IC UT, 基 上 比重 は 2.5~2.6 
Vo HLT C OME ORAS WY ile 


ai 


metals.. 


Ch ta A © JAB] ICE IC EE: & & SR 
ICMnCHCOs) 2 OB CHEF SL ORE 
BED SBME IK & VEEL LR IC RRS 
YF IVVICK SBAMEAIC LU CHR 
る も の な リリ 。 (Am. Jour, Sci. 24, 496~ 
504, 1982)0 AAR) 

2884, 石炭 中 の 石英 脈 Kreulen, 

DT W. 

右 炭 層 中 に 厚 き 右 英 脈 の 介在 せる 事 は 
未だ 報告 され た る を 聞か ず 。 著 者 は 辻 西 
He D ARR LIC 2S Ufa) Sth SUE ee HB VC 
於 て 厚 さ 3cm (COs¥F 4 AKIMKL BA 
BV, CORKOWR BRIS 0.22% に 過 
ぎ ず し て , HRA 有 量 は 測定 に 際 し 充分 
将 結 そし め ざ り し に る も 拘 は な ら ず 99-1% Ic 
3% L, 上 比重 は 2.64 4 Y LE KS... RI 
PElLIKA 46%, 灰分 3.72, HRB 57% に 
Lt, その 姜 熱 量 は 8340 kcal/kg な り し 
と 。(Brennstoff-Chem., 13, 312, 1932) 
Cie 5.9 
2885, SY —MILHFSRRSHOE 
Hava Tarr, W. A. 

3 ¥ y — Iron County に 於 ける 重 品 
右 脈 は , AE ted Es IC REY 南北 に 二分 され 
Te © Ae hier 1 © ih et BW IC YY OC BL 
BEET, BEAT, 更に JE FAL, Dp ea 
も 含有 す 。 GHISNSOY OPE AIC 
FEIRE 部 し それ らら の MAME ~, 黄 
GIR, BARC 宣 品 石 の 品 出 を 見 た る 
BOLL, MOMs GILG OL oOKL 
て , Bae Mic WUC ELA S 溶液 に 依り 
形成 きれ た る も の と せり eo (Am. Min, 
17, 443~448, 1932)CIF BAD 
2886, ZeteEWROMBARS ANHH2922 218. 
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9887, カオ リン の 合成 AHH 2921 Bie. 
2888, HEOBR Merritt, P. L. 

PER CJadeite) tks AV AREA & 5b tv 
LEH Tiyo—te ow, 種々 の ADI 
物 が 含 抱 せ られ た り 。 SBI ORE BH 
Pye See O RT A aE AIC BR © 
XPT (RO LEWC kV CHET I 此 
HOWE IC k ILRI KKEM OB 
BG bdr, Jadeite, nephrite 及び 
chlorometanite と れ な り 。 支那 産 硬 玉 は 
a=1-650, y=1-664 tired, Sew 
Fig (CCL IA BLY FA] OF i) IC A HE Y 。 
BIC EARL XH MIC k SCL ORY 
Pits 2 eike et Y WRB RI & inter- 
planer spacing を SEM UZ IC Mi AE 
HLA Be O SE EA IC, Mi nephrite に も 
極め て 密接 な る 開 係 ある と こと を 知れ リ 。 
(Amer, Min., 17, 497~508, 19322C 吉 木 〕 
2889, 百 鉛 太 (Cerussite) の 結 品 竿 造 
Colby, M. Y.,, LaCoste, L. J. B. 

振動 結 品 法 に より て Pb COs O#¥ AHF 
造 を 研究 せり 。 そ の 単位 格子 は ac= 
5.166 Ay bo=8.468 A, co=6.146 A に し 
C ZR RE Vv, な り 。 Pb 原子 は hl as 
arte SMe CHK) の 反射 に た あまり 荻 果 
を 興 へ ざる 如き 位置 に あり , こ とこ れ に ょ り 
CCRU OMT SPER VY, FOB 
は 別表 の 如く , そ の 構造 は Wyckoff ic k 


| 83 By 3 
4Pb | 0° 150° 0° 
4C 0° 275° | 55° 
40y 0° 327° |. 55° 
40, | 74° 249? | 55° 


Y CHES Ve SRA HEE ALU IC Edwa- 


rds に より て な され た る KNOG 構造 と 本 
IC — FeV. CZ. Krist., 84, 1938, 
299~309 CALI 

9890, Sulvanite CusVS4 OFF BBE 
Pauling, L., Hultgren, Ralph. 

Mercur. Utah 産 の 単品 を 用 ひ て Laue 
及び 振動 法 に て 研究 せり 。 OWA 
REF OBE a。=5.370 に し て CusVS4 
O-BFE RA, BME TAY oH し 
& Hl © FA FRU & te L,V, 000,3 Ca, > 
00, 0 > 0, 005,4S,uun, uuu, uuu, 
uuuCu=0:235 う に し て V-S の 最短 嘩 離 は 
2.186A, CuS は 2285A な YoCZ. Krist., 
84, 1933, 204~212( 高 根 〕 

9891, Wolfsbergite CuSbSe & 
Emplektite CuBiS. の 結晶 構造 と 
SboSs He SHR 

Hofmann, W. 

2 OFF ihe & TRE & Weisse nbe- 
rg 法 と た に たよ ょ り て 研究 せり 。 単位 格子 は 


ag で b, Co 
CuSbS, | 601A |} 378A |14.46 A 
CuBiS。 | 612 3:89 | 14-51 


に し て 四 分 子 を 含み , MRE Vi な り 。 
CuSbS。 の 構造 に 於 ける 原子 座標 の 鎌 敷 
を 決定 し CuBiS2。 KCTULZIKHEKM MO 
BORS TERM KV, RE ORIEL 
り ZED BBA OM TIC HR LV 
ZEORS RIEL Antimonite SboSs 杜 
x L OBR & RIC BEY 0 CEO 
中 に て Cu 原子 は 242 の S 原 子 に ょ より て 
殆 ん ご ど 正四 面体 的 に 園 ま れ ,Cu-S o 783 


i pb * o& 抄 29(43) 
HRM t 2-30 A, Sb 原子 は 原子 より 不 規 則 | は 別表 の 如 し 。 
な 珍 で 園 ま れ そ の 最短 の Sb-S は 244A 3 ; ; 
な り o 一 の Sb 原子 に 近 き 3S 原子 は 一 用 | |— : < : 
ere Pee ee, ae I 177° —15° | 90° 
3.744 な る 正三 角形 を 形成 し , 他 の 3 SK On 67 15 95.5 
FLEA CER OM = AETV, On 101 =15 144.5 

; ee Re Oo 115 132 90 
Z. Krist., 84,, 1933, 177~208) (7 W 

< : CES | |g U5 22 | 90 
2892, Ga の 結晶 構造 と 形態 に つき て Li 74 209-5] 135 
Laves, F. Lig 164 209-5 45 


FER Ga LPH ORIED) Hh KIC BHT る 
¥8 9, % fe La.=b =4-506, A, co=7-642A 
Co /a。 = 1-697 I< し て 100) 面 心 格子 な り 
BLAS FB oe 8 原子 を 含む っ そ Ore 
EOD Oso Py Mg Gg Pr OPy 


ee app mh o 

m 2 P 二 5, LS OR ’ m9 
Iga mil ae 

p+smsPp+s, (m=0.080, p=0-153) 


に LC ARE VI BT SOO LMM 
SAGES BOG 5 te SEER TRO 
He sett L CHUL T を 有する 如く な 
れる も の と 解す る を 得 , 各 Ga ょ り 周 園 の 
Ga に 至る 弄 離 は その 一 つ へ は 245 A に 
し て , 他 の 二 っ つづっ へ は 夫々 270A 2-73 
A, 279A te V5 COMBBBEL Ga の 
形態 と の 開 係 を も ゃ 論 ぜ り 。 CZ. Krist, 
84, 1933, 256~298) CM) 

2893, LizSO.14 Oss 

Albright, J. G. 

HME Ah & tet LigSO4 を Laue 及び 
振動 結晶 法 に て 研究 し て a= 8-25 A, by 
=4.95 A, co=8.44 A, B=107°54’ に た し て 
ALigSO4 を 含み , BMRA CH, な り 。 
その 原子 は 一 般 跡 位置 (01 92 93), 士 

テー-01 02 十 93) に 位置 し その 座標 


本 構造 に 於 て は SO4 Feit S-O=150°A 
な る 正四 面体 を 形成 し 0-O は 2-45 A な 
Vo Li 原子 は 4O 原 子 に より て 園 ま れ そ 
れれ 等 〇 原子 は 夫々 異 つ た SO4 に 属す る 
も の に し て Li-0=197 A, 平均 の 0-O は 
3.20 な VY。(Z. Krist., 84, 1933, 150~ 
158 う (高根 
2894, RbNOs O#sab#eiS Pauling, L. 
Sherman, J. 

RbNO ぅ o# i, Laue -ERUP ME 
卓 法 に より て 解析 し て , OKABE 
子 の 大 さき さ は a。==10:45A, co=7:38A に 
し て 9RDNOS を 含み , その 原子 配列 は 
Coy ZAROWML BAY. TOMA 
中 濃度 強 き も の は a。=426 な る 立方 格子 
の を ね れ と 一 致し ,Rb BFA EO DH 
ke-F 0008S HS cL eet Vo Of 
Fc Km 0 > 9? - 05, ; Pa に 位 
置 し て Rb と ょ と 〇 Lia WA RAHM & tee 
yo (Z. Krist., 84, (1933), 21-~216) 
Cit) 

9895, Sodalite ROMBHia 
Barth, T. F. W. 
Sodalite 族 
Sodalite NagAlgSig OCl » 


#630044) yb 
Hoselite Na gAlgSigO-4SO04 
Hauyne (Na, Ca) s~sAlgSig Ov; 


GEOR RS 
% Mok Feo K tick OMRBAE A 
OCHRE Vo HES AM RB 
子 の 大 さき さ は 別表 の 如 LO 


| Ao 72 FALE 
Sodalite 889A |TaorTa 
Hoselite 9.03 Ta 
Hauyne 9-11 Ta 


Sodalite の 和 構造 は Pauling TS Ze TRE 
ょ り 導 ける と 同様 の も の な り , さ れ ど 
BA ERM CMM TI REK US 
SC CLEP Vo 同様 に Noselite of 
造 を も 導 け VU, CHEoOMBIC Cid 6Al 
¢6Si Lith CSW e HLS 
は 注意 すべ きこ と となり 。 HR, HABE 
中 に て 一 定 の 浴 入 を 決定 され て な い 原 子 
DEF PSUS OL B~bHESR, 
ROS SCERBWR VS DC OME 
Errant Constitution of elt X 線 的 に も 
ACRBAIC & CEES 1 。Hauyne m EAs 
を 決定 し , Ultramarine の 4h S8k)KR77 Ic 
開 し て ゃ 解決 の 虹 光 を 認め た り 。 Ultra- 
marine の 結 品 構造 解決 の Pie v HEY 
%V, @. Krist., 83, (1932), 405~414) 
Crate) 

BASRA 
2896, atk Bias |S F 
粉末 を 用 ふる 方 法 KEBAS 
. BANK hh © RPT AE IC Ss CBO 
法 は 最も 有効 な る も ゃ の な り 。 WORE 
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H. E, Merwin に より て 初め あて 用 ひら れ 


PPIFBUGRIC kV CRRY Sh CHC AO 


5S KRY, HER. C. Emmons に 
k Y CUBRMELIER BGA bi C—-KHRO 
進歩 を 得 た リ 。 併 し 以上 の 方 法 に 於 いて 
2, 3 の 人 鉄 跡 及び 不便 の 存する 事 が 知ら ちる 
それ 等 の 中 , 主 な る も の は MHtat_bh & 
PBAZE _b DO WLRE WS Rte SIC LAS SB 
D LEPERO-MAAE LCRA ME 
する と と に 基 因 する も の と な り 。 Wee 
WEIRD TAR & Abbe 氏 属 折 計 に ょ り て 
間接 た 測定 する 事 た ょ り て 謎 差 が 生ずる 
な り 。 此 の 著者 の 述 ぶ る 方 法 は 属 折 府 及 
UBAMD HM bE ( © YET © PPAR 
を 用 ひ て Abbé Rpt at PEA & HE, 
KO RTRROEUDRE AOD 
れ と 同時 に , 直接 に BASE LIK 於 いて 
測定 する も ゃ の な り 。 基 の 測定 の 手順 は 普 
通 の 分 散 方 法 の それ を 線 返 す の み な り リ 。 
HED FEAR I & FB AS CL) HF 
果 正 確 な り 。 C2) 液体 屈折 計 使 用 た に た ょ り 
CULE Ret YD LRA LT OF IK 
て る ゃ も 全く 同様 に 測定 し 得 。 @ REF 
し く 簡 単 な り 。 (4) 二 重 匂 化 法 に た 於 いて 
IRL UCHR OIRA WE ASS BH 
C5) FU AS HB te Vo 

RRC HA OB it Lk S BEM FO 
BIER 3B UV, Ga, 40, 16~24, 
1932 GEE) 
2897, HERORH AHH 2920 288. 
2898, #HIEACS IKK SIEMOBR IAT 
Greig, J. W. Merwin, H. E. Shepherd, 
E. S, 

RIC KSC, BABMe bh, それ よ 


pea pate 
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り 放 出せ そる 揮 贅 分 又は 水 の 小 謙 力 の 存在 
CSBRIC a, OO Re 通し て と れ 
CBB S FEM © PEM 2 L & IC AC 
WLS SK RL, LSM REO Ee 
LEGA BCL, 他 の 條 件 は 全く 同一 
Sd, 運搬 は 極め て 遅 々 た る と と 知ら 
れ た り 。 本 客 験 は 定 温 均一 温度 の 下 に , 
BA AEE ABH IC CA, HPA SEE 
酸 デ ラス 中 に 於 て 行け くれ た る が , 理 酸 ガ 
ラス は その 肉 側 ょ り AEE, 白金 上 に 
DYVAPALAO 結 品 を 生じ , MAH 
質 と 結合 し て 落 体 双 は 化合 物 を 作れ Vo 
SROKA ERY 加熱 し て , MBA & GB 
Whe 3%, AEG St St, Leos 
を 成 生 せ ず 。 叉 此 等 揮 融 成分 を 含有 も せる 
EER Ae MIC AT hls, クリ ス 
FAL AEE O 内 側 表 面 に 成 生 そら れ , 
EIR SZC BETHEL, HRD te 
SARIS REY DIPS m6 OM, PEM 
BOW 2s, SERB O 結 品 作用 を 
Deas oICHRLEMRERIT 6 OF V 
LO Rit, 異常 な る 注意 を 引く も の に 
LC, 平衡 開 係 の 研究 に 於 て , HRB KA O 
な き 場 合 に 於 て は 結 品 成長 の 著しく 困難 
な る 場合 , ガ ラス 管 中 に 適 営 な る 結 品 を 
EES SC LICE OF: V Lt, 
BEB IC K SE 染 の 間 題 も 論議 し , それ を 
江 ( る 方 法 を も 指摘 そり 。 (Am. J. Sci. 
25, 61~73, 1932) (yi EF) 
2899, BX ix S k7FRAORE 

に 就 て で Laewinson Lessing, F. 

PHILA Mi ,Trapp-Sill, 即ち 主として 巨 
Kit do GRBAC BS 3 ZEAE, EIS, I) 
tt, EERIE FR © BBR, Beis HHP 


te #131045) 


HEDIS OD IC BEL HoH, LAO 
AVRIL, FH ICN 3 HSE B plastisch 
な る 洗 降 に 依り , BRLOBRL 上 げ を 伴 は 
ず し て 生 ぜ る FIC, BIRO HKWBA 
に 依り 生ずる も の に し て , と れれ 等 の 岩 床 
(SPE CEnL IC FEN US HBC OHS 
PYLE Filti > Trapplager (x, BE Aw } pla- 
teau Paty & Bee DS, (Min. Pet. 
Mitt. 43, 271~282, 1932)C 7 BF 

2900, Thiiringer Wald Ic#US 
Thal Heiligenstein O7EMBEE 
Jhos, M. 

Thal Heiligenstein » {¢ hype © HRSA, 
Fuld, BEMIS ERIC 動力 の 作用 中 結 品 すれ 
ED, AAI RCA TBE IC に あり し た 
め に 生 ぜ る も の な り 。Thaler Fr fii RU 
Sk as B-Tektonite mim Ayo % o 
te 28, & © Thaler}y i-4 as, Blatt Rohla 
© 46 fig EDL BAMA S dete S JERE YL 
の Zimmermann ® 見解 は , 本 研究 に 依り 
支持 を らち る 。 但し Thaler pita ROB 
母 片 岩 で Thal-Heiligensteiner 7§ jij REG & 
At) は 互 に 異な れる 方 向 の 力 の 作用 を 
示し , 雲母 片岩 及び ERE IE BEIK fb 
RULE MAO MIOMK, HAMA Wh 
分 に 於 て ゃ 其 組織 の 良き 一 致 を 示せ Vo 
HE AMO MRO TEM SMR OMRE 
fit} 4 U Thal Heiligensteiner 4§ fist 
Blt le] —7e SHE ICES CF A DIB E 
# Zot), BH Alt Rotliegenden 
及び Zechstein の 下部 に 位置 し , bEOS 
右 は 運動 の 渡 跡 すら 認め らち れず , BAH 
岩 及び Porphyr は 石炭 紀 の 最 後に た 於 て 進 
動 を 受け た る る % の な らん 。 か る が 故に 


> 


= 
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Thal Heiligensteiner petit MAL % 5 
F CBAC O78 RSE te bb TS 
bt > CMin. Pet. Mitt. 43, 283~318, 
1932). yop BF ) 

9901, Kaersut OMMPERUTOCRE 
5k Drescher, F. K. 

Kaersut ic HO 2 Be, Bea 
KREA& 3 ih 50 m OBE © ADK, 45 UK 
Bic CHEM d Dolerit 岩 床 岩 脈 , 及び 
Pegmatite, Aplit (¢ LC cH BILE & 
YD BA 3 RAK © HRI TWO HE 
意味 する も の な り 。 AMR Lia A 
POBBRA DH, 及び その ELIE 
Patz SHEA, PAPAL CMS S 成 生 時 期 開 
係 , 及 びと こと れ 等 の BRAT OpIRIK R~ 
Yo AS it A DY) a 
Ai (Peridotit) 7 32, WAV BARS 
BAB KIL, 極め て 明 喉 に 本 岩 中 の Wie te 
る アル カ ヵ カリ 岩 右 を 成 生 し 得 た り と の 結 論 
C3 Y 9 (Min. Pet. Mitt. 43, 207~ 
270, 1932)C yap BF) 

2902, California, Death Valley の 
Ubehebe craters 及び Explosion 
breccias. O. D. von Engeln 

California Death Valley の 西端 に 近く 
Ubehebe crater と 呼ば る ヽ 2 個 の volca- 
nic cone あり 。 大 な る 方 の crater は rh me 
2000 RYE SH 500 Ric Ut yb te 3 Hla th 
500m YE Sit 150IR te V Gc wD crater PYRE 
は 噴出 物 の 順次 堆積 せる 選 が 濃 色 淡色 の 
JPR A ICHAT eC, HEIRS Bret V5 
COPED 層 は 主として , PHO HH 
他 の 噴出 物 より 成り , 淡色 の 方 は HEL 
て 球 岩 及び 他 の 火成岩 の 彫 春 及び 破片 ょ 


YrrU SK Mao lapilli を 混ぜ り 。 こ と の 
Sea MS V, 一 種 は - 比 較 的 稼 角 ある 
DLIC LC, 他 は 用 に 流水 の 作用 に ょ っ つて 
ted 3 RIC UT, 同心 園 甚 に 割 目 あ り , 
と の 割 目 は 火山 熱 た ょ つて 生じ た る foli- 
ation な る ベ べし 。 (Journ. Geol. 40, 726~ 
724, 1932) Cpe 

2903, ILBAABORBE RS 

高橋 純一 。 

線 色 凝灰岩 は その BA, 組成 及び Je tie 
LCA DEERE ERE A &, CP) Bree aut 
Ret chiletbn,41) は 男鹿 御 島 の 
MA fe CES 1, Ce (SS OH 
FE), 女川 , 般 川 の 各層 位 に 豆 り , & AD 
期 的 に 堆積 され , 層 位 の 上 下 に FEO CH 
DUNKS AES Yo 越後 地方 に た は で イ う の 
存否 は 不明 に LCC? ig LIB 
達せ 0 GHD. CA Oa E EL 
て 中 性 基 性 に し て , 甚だ し く REA ER 
FUG ( AGRIC FES. FABER U 御坂 
OMI BES We LOH 6A, 東北 
WH © SER YRRCE Is A BR EC 
LBS 開 係 を 示し , そら の ERR 
は 2 期 た に 分 ち 得 られ , そ の 第 1 WUE HEAD 
ZElAI A IC Heb 大 規模 に し て , BE kb WETS 
の PRCEVTERE 75 BER LO BEB XK VY, He 
川 , 般 川 雨 層 時 代 の 海 康 に 於 ける TALITY 
胡 逃 に 終り し じゃ の な り 。 そ の 第 2 期 は 上 
ALD Jet © #8 HHH IC Fr ld te BURA RE 
BIC L CEB AS & BRK LEK ROMM 
EY CHA ACiapyr) 構造 を 時 する 
KBr), 石英 安山岩 の 活動 は , 流 紋 岩 
OF LIOR) BH A2WICWI S20 
RLBLELOr.MLE, (火山 , 1~9, 
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21, 1932) C7 EF) 
9904, Ste A Wwe HR ICE T 
君塚 康次郎 。 

Z7RWEE HH Pd 中 央 線上 に 位置 し , 第 三 紀 
プリ ォ オォ シン 世に 基 の 活動 を 始め , 洪 積 期 
以前 に 終 爆 を る 火山 辞 な り 。 そ の 活動 は 
BEA DBE AIC ES V Je HLS BGR Te SFA 
線 , BUD MIR ROK © Baile & WER L, 
EAE Bat EI Bp % (CR Ha & RD T 
SRA BEA RRS KORE 
Rios Bo MF LW L CHEM 
% ぁ の な り 。 AlmIC MI SPARE AS 
と 軒 惨 そら る ト ゝ 二 上 火山 は 第 三 紀 末 葉 ょ 
y UR cB VME MMe OL OTS 
ase Fi kA Be OA UE XY Shc BAAS 
O—Feet SBA Lo RO LAUIC SVT 
ik HWE EH IC ES He DARD He BME Ze 
ZULAMC DS V Cie MHI BS HO 
WREIC WS CAR ICH HD Mee & WE LC 
終 糧 そる も の に LU CHRA Ht = LAU 
ゐ 如 《 く 複雑 な らち ず ぁ 火山, 1, 22~87, 
1932) Cy BF 
9905, 南朝 鮮 及 び 西 南 日 本 に 於 ける 中 生 
代 末 期 の 火山 活動 seo 

南朝 鮮 ょ まり 西南 日 本 に 下り て 中 生 代 末 
か ら 初 期 第 三 紀 Gun © RBI be het © 
進 積 以前 うた に た かけ て 著 し い 岩 紫 活 動 (火山 
央 の 噴出 , PERCE RRA P BEAIO EY L 
と と は WIC LT, とれ が MA & FP 
ひし と と も 推論 し 得 ら ちる 。 MCOMAHI 
於 て と れ 等 の 火成岩 の 噴出 迷 入 の 時 代 は 
kere IC PUES X= AHA Ib TSS 
HE % te DIES BRT A ES A 
ey 3 Hi BU Ba AE, AUN PL > PH 


Wag HW VC CE SEAL © Bl o> 5 HSE TRE 
KV LEADS S BINAMO tiga as, H 
PB Owe, BD HARTY CULAR 1 Hb 99), 
tpi] o PA alt AAA & VS 
MMIC aU GENE VY LBAbSO TR 
BAU RW AIK BAIL CS ONELIC DER 
な る 岩 此 活動 が 起り し と 考 へ らち る 。 AH 
部 中 國 か ら 東 北日本 に か け て は 同様 な る 
岩 此 活動 が 中 新 期 より 起 れ り 。 要する に 
藻 似 な る 岩 紫 活動 が 朝鮮 生島 より 日 本 辞 
ESIC [ASIC FEO PE OARS BM CRAIC 
上 時期 が 居れ て 起り し と 考 へ ちる 。 て 火山, 
1, 1~8, 1932 う C 河 野 〕 

2906, Colorado、 に 於 ける 最近 の 火山 活 
動 の 時 代 Landon, R. E. 

Dotsero KO, その 燈 岩 及び Pyroclastic 
DERE OD BAL Colorado Ob el Ws S 
開 係 は 本 地域 火山 作用 の 時 代 を 明か に す 
る 助け と な る も の ト ょ 如 し 。 本 火山 火口 の 
HBS2,1L00R, 燈 岩 流 は 不 規則 に し て 貼 
nie, = 1, 燈 岩 は 玄武 岩 な り 。 火口 
HR OWE bic mS Lapilli 及び 火山 砂 
> SHARE UE UIE FS 2 ARTIC WS CIR BENE Te 
V LER V, MARR SMA 
し , 潮 に 依り 切ら れず , BACs CHA 
白色 CaO ope SAE Kee 
O, MEO Mote S 地形 上 へ ~ の 堆積 
は 火山 作用 は 現在 の 肖 触 輪 列 の 始ま れる 
後に 於 て 明か に 起 れ る を 示し , 燈 岩 の 
Eagle fig bk OGR, 水準 の 高め られ し た 
め に ょ る Late Wisconsin 段丘 の 除去 は , 
火山 作用 の 時 期 は 明か に Wisconsin ょ り 
pelts BRAN VY Lt Vo CAm. J. 
Sci. 25, 20424, 1933>Cy EFI 
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2907, KANTRORR Ac. 
BAN 7 2B TIP ee FE IC 
F SRT IOSD Vo HHFOMIREK V 
察する に 爆 列 は 7 月 231 日 より 25 日 の 間 
に 起り し も ゃ の な る さそ べし 。 BAZAR 
Dwi HY Cc, mM N45" OF iil HUA 
せる 11 個 の 小 孔 より な る , と の 方 向 は 大 
体 に た 於 いて 學 ヶ 岳人 火山 の 噴出 孔 に 一 致す 
る も の な り 。 岩石 片 及び 灰 泥 土 等 の 噴出 
せる の み に し て , HAMAS © WA Ut te 
Lo fo CRRA IC BE LC 1 HE SLL 2 
YARED EFS SC L APE OBI OD pret me 
ICMR oo LHR ST XK eRe S 
~Lo (火山 , 1, 38~45, 1A 7 pRB 


2B8k & 


2908, BTKOSI Anonyms. 
SMLMDAO MEME res, 調査 
REED SF ESWE UCM bi 
る も ゃ の は ZRS Yc, HUT AaARaic 
於 ける 層 指 の 人 金山 と し て 将 來 を 望ま る 。 
FBR UE TE AERA DR Be ta Hrsg US Gk 
itka bakit < © BR ICR BSS 
TRIBES Y CBO BRA RoR e 
伴 ふ 。 PERMIL EL UC AER WIC BE 
Snr ic BRS S 30RD AeA IER S 
AL, BAO me RF te) 9 BSTC 
(LBVUO BU AIC RET 0 F OBER 
Frits, 和敬 に は ABORT 1 Re 
AIRC Yo CRABHSE, 79, 66~67, 1h 
TCP EF 
29098, 吉林 省 の 砂金 及 金太 Anonyms. 
TERA ICIAG 3 ECM BRIE 
河 砂 金 場 に 接 せ る MES 主 と よし, 間島 


Fi, PIBE RNGR ICP S 地域 ICR Co HK 
蘭 道 の 砂金 ELPA Be BRAG AL 
に し て , 三 姓 は その 中 心 地 な り 。 Beet 
ZELUCtmMaA BOM Mec LCR 
—Bir bt, Bork v 2~38 RIC RR. HE 
Fil se DRL ES A © [ea PY Sais ~ A FE 
GK ORS fo ya Hit © BBE fa & AFH Y 
PRR D I EVL ANGIK PS CH b FFG Te 
も の に し て , 往時 は Dee BLEVLE 
BEICHRU HEL, MA RED FO 山 金 が 
AML SZ. HMO Bs PUTR,B 
BRC CIB bbe BS SPREE 4,000 Ric 
及ぶ 。 TA EY WARK Pa IK LT 
ORURIC HEL CL PS SARE OB UK 
BV, MAL 石英 に し て 少量 の SHH 
DRL AES DEG © th Git FY 100 Baro 7 
な り 。 CRABBESE, 9, 65 ~66, 1A の 〔 中 野 〕 
2910, UA RRR RRO aR Su- 
zuki, J. 

I Oth Ais ICARDA, 頁岩 , 
BURG & PAR OK RG BUR BD ¢ HPAL 
末期 の 噴出 に 係 は S KR & ES eo 
岩 脈 類 ょ り 成 る る ぁゃ の な リ り 。 COBBoOKR 
BOR TED REE R ADE © TFFENL DRE RAE 
に 重要 な る Re を ゃ つも ゃ の に し て , Bs 
MAE AICL VU CHECK SOE RRARY 
SERED OA 部 分 は , FEC 火成岩 体 に 近 
( Bila ZICH L CARR Je Pc BAe 
h, CO£ SMA RMT, REG, 磁 
DRERDE, BERK, SE O Be DED © Hh Ic BER 
Ai; HRA, BHA SE © BATE & PES, 
& OBR D BUR a MISE DI BE RD BEA 
に 件 へ る mineralyzer の 主として 石灰 岩 
中 に 於 ける metasomatic process に ょ り 
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て 成 生 せる も の に し て , 一 般 に と の 地方 
の 同種 九 床 は 共に 同時 代 に 於 て 形成 せら 
れ し も ゃ の に し て , こ と の PEAS SHA 
に 於 て は 重要 な る metallogenetic epochs 

と 考 へ ちる 。 CJ. Fac. Science, Hokkaido 
Imp. Univ., IV., 2, 70~131, 1932) 
Cre) 

2911, St. Urbain OF 2 vRR2KO 
RERIICRET Gillson, J. L. 

Quebeck jj Urbain た ある チタ YEE 
床 の 成 因 に た に 開 し て は 葉 に 多 敷 の 人 々 に よ 
り CHE そちら れ し が , 之 に 開 し て 著者 は 
見 解 を 異 に し , HR & OBEK it magmatic 
origin の も の と 孝 へ られ ,orthotectic 双 は 
pneumotectic origin の も の と せら れ し が ボ 
SALMA ICM LCA RUE, 
BAI LCUP LEAR RCL, DK 
(LEE % S anorthosite Axe Ic, TEE 
BU Mit Boke & を し て LAL, AER 
KRUTCH Ck SRE ICT ~* EO 
な り と 云 へ り 。 CEcon. Geol., 27, 554~ 
577, 1932) Cr BF) 

2912, Utah ii], Silver King Coali- 
tion FRi(<xET Warren, H. V., 
Loofbourow, R. W. 

PRR AIC RH そ ち れ , 一 は DRY & 
TL; MWO— 1k BK RAR IC LC, Bi 
tid AIRS BL, HO 不 規則 な る KR 
を 出し て 周 園 の 母 岩 を 変 代 せ り 。 

_ と の 地方 の 火成岩 の GH A io 
終り 頃 ょ より 第 三 紀 に 豆 CHM FL 
も の に し て , MRD 成因 も 叉 と の 火成岩 
の 活動 と 密接 な る 開 係 を 有する も ゃ の と 少 
~bSSEY TC, BARR AO 時期 は 座ら 
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( 第 三 紀 時 代 な る さ べし と ょ と 考 へ らち る 。 SB 
Bi Dts SB % OlL HM, PREAH, Bh 
SAK, DEERE Re HEL EMTS D hypogene 
minerals と 脈 石 と し て 石英 及 方 解 石 を 促 
へ リ 。 BULB i DRA ES IC 
EC WSAME IC 含有 を られ , PUM DER 
ATRICIL ALS 9 BAHL ZEOR EH 
Bit OTE. OBES ICR TB MAES S HT 
あり 。 (Econ. Geol., 27, 644~650, 1932) 
LH BF 

9913, Jactinga SRKORA 

Oliveira, E. P. 

DRS WRG & Uc tale, lithomarge, jij 
HDR & FEO, SUABKL 互層 を 
な す sedimentary origin D&O Yo BE 
床 の 成 因 は 初め OO 及 COZ を 含む 水深 液 
WTC BORIC 作用 し て FaGROR AEC, dee 
Ove & TEMES Lo 更に 此 場 合 生 じ た る 
硫酸 は NaCl 2 作用 し て HCl AU, S 
が 岩石 中 に 含ま る ひ MnO2 と 作用 し て 

4HCI+2 MnO, = 

MnCl 9 +2 Cl-++-2H,O 
LV, COC AWE LEAT AuCls を 
生 ず 。 こ と の AuCls 及 MnCly は 更に 下部 
に 運ば れ て 種々 の 有機 物 , HeS, C, sul- 
phide, tellurides 及 carbonates の た あめ に , 
% CCE OPES HEC SE OY 
tL BSo BER BIC lithomarge の 存在 する 
と と は ,Ppegmatite po RAO BMEIC LT 
talc (44 Ao amphibole ょ り 織 化 せ し 
LOLMBT VY 6 WET OMKOB Rc 
あたり 特に MnO ぅ の 役割 の 重要 な り リ し こと 
と を 強 唱 せり 。 (Econ. Geol., 27, 744~ 
749, 1933) CP BF) 


36050) p a yh 204 
も の な り リ 。 或 環 境 に 於 て 石油 が 生成 せら 
“ Bg 
4 油 ih Tk EA れ ざ る 場合 は , 基 原因 は MEA の 分 
2914, Awe ROWE Zuber, S. 解 の 著 し き 事 に よる も ゃ の に し 


石油 生成 の 間 題 は 廣 汎 な る ゃ の に し て 
AiO 産出 地域 の ILMB AY D A 
機 物 の 堆積 環境 に BAS S RL, 石油 生成 
の 機巧 た に 開 す る 地 化 第 的 間 題 及び 右 油 の 
EPICS RMB YU, CEO MMI 
BO Cl SALES © 研究 報告 あり , AK 
BM DOS BSC UL ATT ER Hb HE A) FY ELS 
BAS FA oiE SHRM e 詳 論 し , 筆 

の 見 解 を 明 に せり 。 即ち 石油 は lignin 
zellulose の 如き 植物 性 の も の 及び alge( 脂 
肪 を 含有 する zellulose) を urmaterial } し 
石油 生成 に SE At 3 IA eb, IC 
合 そ る 酸 酵 作用 た に た ょ り て 生成 そら る ヽ ゝ る も 
の な リ り 。 iy UC urmaterial に lignin の な 
SELIM 高級 の parafin 質 の 石油 が 
生成 せら れ ,1 所 nin を 多量 に 含有 する 場合 
に は asphalt Ho Aya web Sd 
Dte Vo Ty Lc Apscheron-Halbinsel の 
中 新 期 含 油層 は 前 者 の 例 に 属し Albanien 
の 含 油層 は 後者 の 例 に 属す る も の な り 。 
CPetrl. 48, 1~5, 19329C AAD 
2915, 石炭 石油 及び アス フ ア ル ト の 成因 
本 欄 2925 2218. 

2916, 石油 の 生成 一 訟 Zuber, S. 

油田 水 は 其 化 則 成 分 た 誰 て 場所 にょ り 
相違 が 認め らち られ, 右 油 は HME as FEL & 
も の だ な り 。 証し て 之 等 の 石油 の 成分 上 の 
鐵 化 は 地質 時 代 に 開 係 な く , 堆 積層 OFA 
違 に よる も の と 信 ぜ ら る 。 MAK 
様 な る 堆積 相 と 開 係 す る も の な り 。 即 志 
HHI OFA lS algae の 分 解 に 基 可 き 


Clogs 
BINT SL OK V o PAM te SAK 
PR UZ RFRAREIC YY S.C BSE LEAL BE AE @ AE 
POURS SEV. WUCLEOAR 
2s napthogenic fermentation |c jie tr 
% BABE IC PSC Ud ATH ASE ee BR DE 

Gat CPSC (AEA ES S BOK 
Y 5 C(Intern. Z. Bohrtech., Erdélergbau, 
Geol. 40, 111~4, 122~6, 134~9, 147~ 
50, 1932 う CK 入 木 〕 

2917, SAK PORE Ginsburg- 
Karagitsscheva, T. L. 

Apsheron, Saliany, Grozny, Naphtalan 
油田 地方 の 酒井 及 硫 黄泉 より 探 取 を る 10 
0 個 以上 の ZORLIC HES CHIE 3 SLC 
LAL IL BIE NSB & te TH © HE 
の 存在 を 確認 せり 。 WU CROMRAR 
BRAY IC BAD BS BCL) HoS 及 FeS を 生 ず 
如き 嫌 舞 性 環境 に 於 て は Sulphate m 3855 

が 認め ら る (2) peptone122 を 有する 
Delden’s medium jc }#S-c (t HoS, FeS を 
加 ふ る 事 に ょ つて mercaptans が 生成 そ 
ら る (3) alubuman 2. sulphurous medium 
Ce Clk HOS 及 NH 3 * 4 F CA) nitrate 
の 分 解 は denitrification の 現 集 が 認め ら 
る (5) alubumen @ methane 及 hydrogen 
RIE IC PS Cit CH4, H, CO2, N, H2S, 
NH3 を 生 ず 。 fit Grozny 油田 より の 微 生 
Dive Ye Tc tz cellulose, furfuroid lactic acid 
acetic acid g methane PRRZ 7324 ELD S 
WUC 2HEO 微生物 は Nacl の 濃度 が 
1~18% ic UT, HeS は ユー72% の 場合 に 


= od 


jaar ees 
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最大 に な る も ゃ の な り 。 Vboms Rey 
BRL AR © HU Ah © AL RIC HS CH 
一 作用 の 行 は る 可 き を 推 室 すそ しむ る も の 
wz Yq CB. Am, A. Petrl. Geol., 17, 52~ 
65, 1983.0 AAC) 

2918, コロ ン ビ ア に 於 ける 石油 と 岩 協 と 
OES Ermisch, K. 

ュ コロ シン ビ ア の 含 油 層 は 第 三 紀 層 中 に 膝 
脱し , brackish water の 微生物 ょ り 生 成 
せら れ た る を も ゃ の と 推定 そ せら る 。 従 つて 含 
ih eB ic a © fee VRE BSL YD 
の な り 。 BSI MWA OA RBA RIC BLY 
て は 相 異 な る も の に し て 岩 協 層 は geote- 
ctonic の 條 件 に ょ る に KL, Avis Bs 
層 と は 異な る 時 代 に 微生物 ょ り 尋 祭 性 環 
境 た に て 生成 そら る ぇ も の な り 。 コロ ン ピ ビ 
ア に 於 け る 雨 者 の 開 係 を 見 る に 今日 迄 の 
調査 に ょ よれ ば , Ostkordillere myth eye 
は 液体 又は 表 匠 体 の 炭化 水素 を 含有 も せ ず 
AO Sih eR PR AH O Ai 
WH BEIA IC PST SH PAA te % HH te BS 
WAI Cc, 2EO 含 油層 中 に は Awe AS 
存在 せ そ ざ る も の と 推定 そら ちる 。 Prak, 
Geol., 10, 156~157, 19382) AAR 
2919, ‘BRS RICRRORE 富田 方 耶 

45 (a Fe IC Bee A Oya 1c YY 
L UCRMMAS RIC AAS SBR th 
CeV, Sak, Memb © yhabic 
就き 機械 的 分 析 せ る 結果 に ょ れ ば 前 同様 
に 多量 の 黄 鐵 残 の 存在 を 確認 せり 。 病 し 
CLE DBRT IL ATE D Ar BRAY AE JE 
AMICBIREAT SL. oLHREt St, 
FED TARE Sih ft © HG EIR & 7% L 
GT (, AUR LBB ro t.orfeFo 


Cae WB SEB, 5, 1174118, 1932) 
CAA 


me oe I FD 


2920, FtHOBRIE Ciluxing) 
Hyslop, J. F. 

EER & RRO t OL RTAKHKG & 
Fox (UCAS Pa BE & De RAL Py > Jk ARE IC 
eS Linley 3 BF LEER IC BS SMS 8 
FIC DIY 5S 即ち (3) 耐火 性 酸化 物 , 
MgO, Al203, CaO, ZnO, Sr0,.BaO, Cb) 
可燃 性 酸化 物 FeO, MnO, PbO, (ce) アル 
カリ Li2O, Nag2O, KK20. アル カ ヵ カリ 土 酸 
HAD IC DSC IL EEDR © WRB EY % OHTA 
Me COMME MERRY LCN 
れ ば , AHO 現れ ざる RSiOs yeHowm 
2 R OR FBI BL RB AE 
HEL, Mg, Ca, Zn 及び Ca, Sr, Ba の 順序 
NS. =KAFR RO-AlQOg-SiOg に 
Pec RO-AlyOs3 OfR}AHE te 3 FERRIC 
Belt SRA VIP し 。 Cour. 
Soc. Glass Tech., 15, 327~330, 1932) 
AN) 

2921, カオ リン の 含 成 Noll, W. 

著者 の 合成 法 は 1925 年 Schwarz の 次 
表せ る 加里 長石 の 加水 分 解 y アル ミナ チ 及 
UE 7 OVER, 並 に 凝集 せる 吸着 化 
合 物 の 結 品 作用 に た にょ り ヵ カオ リン を 生成 す 
べし ょ と の 見 解 に 基 け り 。 こ と の 過 竹 の 第 一 
pe tigre Schwarz 及び Brenner・ の 行 へ る 
所 な る が , 閉 者 は ゲル より カオ リン に 移 
3 SBE IC BOK ARIE & HEFL, 250~300°C 
に 於 て 40~90 EEF @ bomb 中 に 於 て 
加熱 せり 。 成 生物 は 05p 以下 の 微細 粒 


Ht 382) yb 
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な れ ど る も ,X PMH HCL 天然 カオ リ 
YX Y WYRE S AUTRE aL, 脱水 曲線 
は Zettlitz koalin & fale te Ky BGI 13-40 
Sots B % ARAVA IL HSOPCCH LX HCl 
OBIS B LAE ME IC PPAR WE & ala 
天然 カオ リン と 上 類似 せる と と を 確 め た り 
(Fortsch, Min, Krist, PetI., 70, 443~ 
444, 1932) G8 AR) 

2922, BELO 1800°C Soest 

U. S. Bur. Stand. 

ZALR と し て MAEM, » カリ フォ 
ル = ヤ 州 産 二 種 並 に 電 手 燈 融 物 を "14009 
~1580°C に 加熱 せる も の を 試料 と し, 其 
等 の 1800°C + COIR LW EX Vo 
DUAR © WARES a LC RAL LE 
共に 一 様 の FMAM & 有 す れ どる , BY 
AR EEIZRZAOM ( SDOMBEM Vo 


average 
ote CK ae coef- 
=O I ficient — |Remarks 
to 1800°C 20~ 
1800°C 
oo, |164x 859 
fl 243% Kee Jo 
A Bd aE % | 10-6 Mes By 
2.57 were ‘ 90% 
soa -6 |periclase 
y 10-6 
. 13-2  |90~952 
電 燈 物 | 2.45 10-6 |periclase 


(Jour. Frank, Inst., 214, 749 ~750, 1932) 
CAND 

2923, ARRLOMMRER 青 武 雄 。 
YT HBA & 300~1200°C に 加熱 し ,10 
% HCl に て 30 Fh HL LIT YAP & 
He BIC, 800°C に て ABB OVA 
見 , 900°C に て 浴 解 度 減少 そり 。 次 に 1~ 


2% NagWO4 を 接 恵 割 と し て 混合 し 加 
熱し , RIC BH Lic 600°C KHSCH 
BEL OYA & SL, 200°C の 低下 を Hee V 
叉 河東 磁 土 を 1000° ~1400°C 3% 100°C 4. 
に 焼成 し ,4022 HF yAygic cB L RA 
下 湾 に より ムラ イト 生成 量 を 定量 せり リ 。 
© OY, Swat BIG INAIC k SECA SE 
2 BOK Sa 2 AS LO LIRR ARE 
を 比較 を し に , Alo 場合 に は 各 温 度 を 
通じ 乾式 の 場合 より ムラ イト 得 奉 を 増加 
XV 5 BY 1400°C Ic AC ARK 43-17% te 
B ICM L, BE 37-38% te Vo CIM, 36, 
19~24, 昭 SCAND 
2924, SERRE OAH I ROKR T 
yviefe Stevens, R. E. 
EERIE DE asic SX S HRCI 
IK FP MRIS kV ERR URE OBR Te S a 
a4 Peay LARC 7 7 mY BREE 
CHO CAR © pH 億 を 高 む さ べし 。 著 者 
は calorimetric jfic electrometric method 
LY SET © PAH IC HG } 
PH SW Ee V, RIC OME TBE V 
因 に 中 性 の 場合 は pH=7 と す 。 


pH pH 
Beryl 7-2| Diopside 10-1 
Muscovite 7-8| Hornblende | 10-2 
Biotite 9.0) Olivine 10-2 
Orthoclase 9.2) Talc 10-2 
Albite 9-4) Pyroxene 10-2 
Labradorite | 9-4) Aporphyllite | 10-4 
Epidote 100) Wollastonite | 10.8 


CHS ORAS IY OBE o WE 
RL 1 ( ES. HES CHO PH 
PWV E 1S IBA FF fF FEE HfL IK TK ICIS 


07 p 


。 鉄 $b 39(93) 


HMR OW MLNS b ote 3 SIE 
~% V4 CJour. Wash. Acad. Sci., 22, 
540 ~547, 1932C 吉 木 〕 


石 炭 
2925, 石炭 石油 及び アス フ ア ル ト の 成 
& Berl, E. 

Ain KRAMICBAS S Bergius と 同種 
OREEE Ic 於 ける BRE Mr, 成 生 せ る 
右 炭 に 類似 の 物質 の 綿密 な る 分 析 を 行 ひ 
その 結果 ょ り 石 炭 の 成因 に 開 し て 所 調 木 
窒素 成因 謀 を 排 撃 し 繊維 素 を 以 て 石炭 の 
主要 な る MRA Ut Hee L, 
~ AHER'D OT 2 Y PEowagic ko 


て 各種 の 石炭 を 生 ボ ベ べき 事 を 主張 そり リ 。 


即ち アル カリ が 全く 存在 せ も ず と すれ ば , 
MAES (x Sandkohle を , 少量 の アル カ ヵ カリ 
存在 すれ ば Kokskohie を 生 ず と , と の 際 
TA VILD MALY SiR AO HER & 
YORAIBRTSLOLVT Ur AIO 
BAA Lic BG AVF Hp aA Bie CRestkohle) 
(Se ( RAE E AP HA & Hf tH Protprodukt 
RAT AL, COMBAT ATT Ur, 
AE OPE eT ’oOGVS 
(Petroleum, 28, 33, 1~10, 1932)(Ci#i 51) 
2926, rORMRBICHT CL) 樹脂 湊 青 
の Sterin Ruhemann, S., Rand, H. 
Hie 'P © RF IL Fi pet © HBFK IK ISTH 
DOB e 受け た り リ と HE > Ape D HEE 
HAM E KAT S LIMES LOY 


‘WG L CHA IK WA SI BD ED 


Ate S~ SMPs ERA DO & tv 
KV LRARBICIA CILREFR Dic 3 HF 
FERNS 9 FAIL & PRO He 


(Alwiner Verein) k y Benzol-Alkohl- 
DCH L Chit SiH kV Grife 及び 
Steinbrechner の 方 法 に て 分 離し その 中 よ 
り C3,HyOg な る Sterin HHL, Bic 
AMG P Aayih = — F 7 ISK SHO HF 
完 を 試み その EMD O 炭化 水素 Poly- 
terpenen より な る 事 を 明 に し , 最 後に 
Methanol 抽出 物質 中 に 於 ける 3 種類 の 
Sterin を 検出 確定 そり 。 その は 根 原 植物 
PX VAR SHAR S Betulin の 如き る も 
の に し て L は Sterin よ ょ り 成 生 せ られ た る 
Allo —44 fk, TL yt Uk 0 pete HEI & 
Y 合成 し 得る 所 の Oxy-allo-betulin の 如き 
Sterin の 編 合 体 な り と す 。 CBrennstoft- 
Chem. 3, 341~345, 1932)C 携 見) 
2927, ARROBRDBAPICMITS 
Ca 及び Mg Otte Ss AILS MORME 
Trifonow, Iw. 

ABIL A TERO Tie D 成分 を , MABE 
ICG SHEE Ae IS % PAG 
0 , SO 28 tt i, 硫黄 を 含有 し 安定 な 
SHGUWRUY SOr LHAt Sstewme 
KB CV 5 WILE A OAR 
OST E , H 3 ick CaCOs 及び CaO 
EB~STSEXPbFS 

ARIE ik Ca OURS A Ht ey © WRBE 
WCBS 6 BERR I oteerta kv 
生 せ る S02 (CBS 3953 OL ey OF 
RIC BECK Mg @ li) eth © BRIER OS 
{E/E IC Bh C Wha D GE 2 HARI A LC th 
じ た り <。 CBrennstofi-Chem. 13, 328 ~329 
1932) if $1) 
2928, BRAOBARLRBME MEO 
ate Hack, W. 


Hb 40054) See bp 
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先 に Lange (i bie O GAR ERC 
Wp FLA US YB] (Schwel-bereich) に 
開 係 ある ゃ の と 推定 そり 。 本 研究 に 於 て 
A LS ICR LBA FT SHERI 
Bt BAB L OM REMEET 6 Btee VY 

AST FEISS CE AS (EOI UR IK 1k F- 
Fischer の Al- レ トル ト を B77 8h CShwel 
P.) の 測定 に Steinbrecher の 方 法 を , 着火 
Bi Oi Ic Jentzsch の 装置 を 夫々 使用 せ 
り 。 試 料 石 炭 は alk Abe, 無煙 岩神 炭 及 
USD BAB RD re & A wOSMIC LT 
PIAS 0-06 mm 以下 の も ゃ の を 月 ひ た リ り 

その 結果 に ょ れ ば , BIBS Pete RIK 
BARS 31% — OPER BER S 
BUTE © WT APE MKT O Bic HL E SLY 
Dic C, HPPA RO BAR (Lc 
fk XY 低く Fusain は 常に 高 し 
CBrennstoff-chem. 13, 361~364, 1932) 
2929, 超 細 末 に 挫 夏 せる 石炭 及び その 岩 
ASMA Roms Fischer, F., 
Peters, K., Cremer, W. 

HAE RPO CAP ICA F ke d 
AU OBE (CBR LABEL S Vakumkugel- 
miihle (c CHPREX: 3S Aipe#piz 1/1000 mm 
Mole ORS LAX) Mow & th iih 
Otte p-Kohle と 呼び , 之 が | 抽出 試 斑 
を 行 へ り 。. 抽出 装置 は 著者 の 考案 に 係 は 
る 特種 の ゃ の に し て 浴 漠 の 沸 脆 器 に 於 て 
抽出 する 事 を 得 。 

TARO RIC 依 れ ば ; BACHE IC kU 
PALE HO BACK Y p-Kohle ic BR> る 
YU Q0e DPE DBR Se 
L,p-Kohle (}F im BAR Apo 1O 倍 量 
の 抽出 量 を 示せ り 。 BABAR ATRO KM 


— 


末 度 と 抽出 量 と の 開 係 は 殆 ん ど 差 異な し 
其 の 如く p 窒 度 の 粉末 度 に 於 て 抽出 量 を 
大 に 増加 する 理由 は 反 護 傾向 の 増大 に 開 
係 を 有する も の な れ ど る も , 単に 石炭 表面 
積 の 増大 に AS Oat 非 ず し て , COR 
織 特 に その Undiirchlassigkeit に よ ょ る る も の 
な り 。 (Brennstoff-Chem. 13, 364~369, 
1932)C 観 見 〕 
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2930, 中 央 百 本 水 成 玲 積 物 の 分 布 て 一 ) 
MIN ERIBo 

閉 者 並び に 君塚 , 田中 ( 元 ), FE aff RIC 
ょ り て 癌 察 を そら れ た る 信濃 北部 火山 地 万 
の 氷河 作用 の 報告 な り 。 【 地 球 , 18,399 ~ 
415, 昭 OC 渡邊 新 
2931, 中 央 日 本 水 成 堆積 塊 の 分 布 ニ ) 
AS IN FRIB 6 

fe VAG ie AN RAN © Ze HU 
SPA OAR を な し , アル アス Abi 
EG SAG AIMS WIECH Vo EO 
地方 を 踏査 の 結果 , CVC RHE lh 
と その 南 活 の 簿 聞 の 三 つ に っ つい て 5 倒 つ 
の 水 河 列 談 の 認め ら る ひこ と と 並び に 水 河 
作用 の 結果 題 蒼 な る 特殊 地 珍 の 敬 洋 せる 
CERMAK VS (地球 , 19, ユー9 8 
CU Br). 
2932, PRE ASK ERO 3 4iC=) 
MER 

SRY MAL BE © As Re MOF 1c AAT ROS 
7 SKATE OK IF IR OE CO PARE the 
告 を り 。 Chek, 19, o5~96, 9 8) 
CUES HF J 
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